
帯広百年記念館紀要 第19号2001

十勝毎 日新 聞(1920-1939年)掲 載

アイヌ関係 記事:目 録 と紹介(1)

HeadlinesandcontentofAinu-relatedArticlesfrom

theTOKACHIMAINICHISHINBUN(TokachiDailyNewspaper)1920～1939

小 川 正 人 ※1・ 山田 伸 一 ※2(編)

MasahitoOGAwAandShin'ichiYAMADA

は じ め に

ここに掲載す る目録は,『 十勝…毎 日新 聞』 の戦 前発行分(1945年 以 前分 ,原 紙 の残存状況等 によ り

実質的には1920～39年)の 紙面 を調査 し,そ の中のアイヌ関係記事 の見出 しを まとめたものである。

目録 に収録 した記事は約1,000件 になる。

併せて,そ の中か ら主な記事の本文 を紹介す る。記事紹介 については,紙 幅の都合等 によ り,今 回

は1920年 か ら25年 まで に限定 し,1926年 以降は次 回に掲載する予定 である。

編者の二人は,近 代 アイヌ史に関す る基礎的資料 の調査 と整理 に関心 を注 いで きた*1。この 目録 も,

このよ うな課題意識の もと,北 海道 内諸地域の新 聞記事調査の一環 として行な って きた作業 の成果報

告である。以下 に,こ の 目録 の概要な らび に目録 ・記事紹介 についての編者 の考え を記 して解題 に代

える。

1.目 録 の あ らま し

H(ア イヌ史の資料 としての新聞記事)新 聞報道は
,社 会の様々な動向 を反映 し記録す る点で,

近現代史 の重要な資料 の一 つだ と考えている。新 聞報道 には後述す るような様々な限界が あることは

避 けがた いとして も・近代 アイヌ史 の文献資料 には公文書な どの記録が乏 しいだけに
,こ うしたメデ

ィアの記事を丹念 に拾 って いくことで得 られ るものは多いだ ろう。

アイヌ史 に関す る新聞記事 目録 と して ,こ れまで刊行 された中で最 もまとまっているのはrア イヌ

史 資料編4近 現代史料(2)』(北 海道 ウタ リ協会 ,1989年)が 掲載 して いるものであ る。ただ,

同書 は全道規模の新聞を主な対象 にしてお り,道 内各地域で刊行 された地域紙 の調査 は残 されている

課題 の一つである。

1幽2(十 勝 の特徴)こ の 目録の対象 となった1920年 代か ら30年 代 には
,近 代 アイヌ史 にお いて も

様々な出来事が起 こっているが,特 に十勝では,ア イ ヌ自身の活 動にお いて も,ま た行政 の施策 につ

いて も・特徴あ る動 きを見 る ことが できる・す なわち,「 北海道 旧土人保護法」(1899年 ,以 下 「保

護i法」 と略記)の 制定後約20年 をへて,政 府 ・道庁 においては1922～24年 頃にお ける 「互助組合」

の設置,1930年 頃にお ける特設アイヌ学校 の廃止や1937年 「保護法」改正への動きな どが あ り
,そ

の中で道庁河西支庁(の ち十勝支庁)は ,帯 広 町役場か ら河西支庁,の ち本庁へ と転任 し 「保護法」

改正事務 を担 当した役人 ・喜多章明の存在 とあいまって ,こ れ らの施策の動向や特徴 を検討する うえ

で重要な位置 を占めている。 また こうした行政 の動 きと並行 して
,自 らの生活条件 の改善や精神修養

な どを掲げたアイヌの活動が各地で起 こり,そ れ らは十勝 内部や さらには全道規模でのアイヌの組織

※1北 壷道立アイヌ民族文化研究センター研究職員
※2北 海道開拓記念館学芸員
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化へ とつながって いく。アイヌの有志が喜多章 明の関与の もとに結成 した 「旭明社」 の活動や,幕 別

の吉 田菊太郎 による 「白人古潭矯風会」な どがそ の例であ る。 同時代では他の地域 でも様 々な活動 が

見 られ,そ れ らの性格や主張の内容 の特徴を検 討す る ことも含 めて,十 勝での様々な動 きを把握す る

ことは近代アイ ヌ史 にとって主要 な課題の一つである。

編者 たちも これ までに こうした動向 に関す る調査 を行な って きたが*2,そ の中で も しば しば,『 十

勝毎 日新聞』 の記事 を活用 させていただ いた。今回掲載す る記事 目録 は,こ のよ うな作業 の蓄積の結

果で もある。

1-3(十 勝毎 日新聞の意義)十 勝地方 にお ける地元発行 の新聞 の嗜矢は1898年 創刊の 『帯広新聞』

とされ るが,管 見の範 囲では,戦 前分について現在 まとまって原資料を確認 できる地域紙 は 『十勝毎

日新 聞』 を除 けばほ とん どなく,r十 勝新 聞』 の1930年 代分が北海道大学附属 図書館で確 認できる程

度である。 このよ うな中で,同 紙 は創刊(1919年9月 帯広新聞社創設,ll月 旬刊 『帯広新 聞』 の刊

行 を開始,1920年r十 勝毎 日新 聞』 と改題,日 刊 となる)当 時か ら戦時下 に道 内の各新 聞が強制 的

に統合 されr北 海道新聞』 とな る1942年 までの原紙が,一 一部 に欠落はある ものの,お おむね ま とま

って残存 してお り,こ の点では十勝 の地域紙の中で群 を抜 いている。

編者たちが,十 勝関係の新聞資料 の調査収集 にあたって,先 ず 着手すべ きものとして同紙 を考えた

のは このような理 由によっている。

1-4(収 録 した範囲)r十 勝毎 日新 聞』 の原紙 を最 もま とまって所蔵 して いるのは同社資料室で あ

り,戦 前分では1920年5月 か ら1939年8月 までが ある。 この間には しば しば 欠号が見 られる・そ の

中で欠落 が1ヶ 月以上 にわたる主な期間 を示せば次 のようである・

・1922年7月 ・1925年1月 ～3月 ・1926年2月1日 ～3月1日

.1928年4月22日 ～6月30日 ・同年8月1日 ～12月3日 ・1931年3月2日 ～4月1日

・1939年1月2日 ～3月8日 ・同年7月8日 ～31日

この他では北海道大学附属図書館が1933年5月 から1937年3月 までを所蔵している(途 中一部欠

あり)。所蔵している期間は十勝毎 日新聞社資料室 と重なっているが,同 社の欠号を埋める可能性が

ある。また帯広市図書館が所蔵し現在整理中の吉田巌遺稿資料の中には多数の新聞記事のスクラッフ

があり,そ の中に同紙も含まれている。調査の糸課 このスクラップには・点数は少ないなが らも・

上記十勝毎日新聞社所蔵分の欠号を埋めるものがあることがわかった・

今回の目録は,+勝 蜘 新聞資料室臓 分の悉皆調査を基本 とし・これに市立図書館所蔵スクラッ

プのうち一部の調査糸課 を補って作成した。北海道大学附属図書館臓 分および市立図書館所蔵分の

残 りの調査は今後機会を改めて補足 したい・

2.利 用 にあ た って

2-1(収 録す る対 象 となる記事 の問題)こ の瞬 に収 めた記事は,儲 らが紙面 を見て いく中で関

係する記事だ と判断 した ことにもとづき選択 した ものである・ どのような 晦 であれ何 らかの選択 を

行な うのは当然のことではあるが,ア イヌ関係の記事 瞬 の場合,特 に次 の2点1こ ついては予め臆

すべ きこととして述べてお きたい。

ひ とつは,記 事にな らないものは 目鍮 こも載 らない,と い うことである・ ある事不丙やテーマにつ い

て,本 来 な らば アイヌ民族 に関 して言及カミあるべ き ことなのにそれがな い・ としΣう場合は記事 目録 に

も載 らない ことになる。
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もうひ とつは,記 事が表立 ってアイヌ に関係す る ことだ と述べていない場合は選択か らもれる場合

が あることである。例えば ある人の活動 を報 じた記事 につ いて,そ れが 「アイヌの○○氏」 と書いて

いれば関係記事 と認定 される。逆 に,そ うした明示 を欠 いた記事 は外れ ることになる。広 く地域や国

政全般 に関わ るよ うな記事 も同様である。"関 係記事"と いう範囲は,当 時 も現在 も,こ うした レッ

テル貼 りのよ うな視線 と無縁 ではあ り得ない。 目録 は,そ れ を基盤 に して様々な調査研究や考察が行

なわれ る素材 とな るだけに,利 用 にあたって,目 録 自体がそ もそ もこうした性格を帯びて いる点 には

留意 されたい。

2-2(目 録か ら割愛 した記事 につ いて)収 集 した記事の うち,犯 罪記事な ど個 人のプ ライバシー等

の問題 を考慮すべ きと判断 した記事は原則 として 目録 には掲載 しなかった。収集 した記事 は全部で約

1,100件,削 除 した記事はll4件 であるか ら全体 の約1割 にあたる。 この割合 が当時 の新聞記事全般

と比べて どうなのか,編 者 らには判断 の材料が未 だ不足 して いるが,同 紙 を含め様々な新 聞記事 を通

覧 して きた実感 として,プ ライバ シー に差 し障 るよ うな内容の記事 に,こ とさらに 「アイヌ」 「旧土

人」 といった レッテル を貼ったものが相 当に多い ことは,当 時の報道 の特徴 として指摘 してお くべき

か と思 う。

2-3(記 事 の言葉使 いや観点 につ いて)上 記の ことを含めて,当 時の新聞報道 には,現 在の社会通

念等か ら見れば批判 される ものを多 く含んで いる。 しか しこの目録では,そ れ らもまた歴史 の記録 と

して直視すべきものと考え,上 記のプライバ シーの問題 のような点を除き,「 土人」 「旧土 人」 「酋長」

といった用語や,ア イ ヌ民族 に対す る蔑視や偏見や憐欄 を伴 った論調な ども,時 代の風潮 を示す資料

として,そ のまま掲載 した。

3.そ の 他

3-1(今 後の課題)既 に述べたとお り,こ の目録は近代アイヌ史の資料調査 ・整理という大きな目

標のもとでの作業の一環である。 ここでは,こ の目録に関わる範囲で今後の編者 らが考えている今後

の課題を記しておく。

この目録の対象である戦前期のr十 勝毎 日新聞』については,北 海道大学附属図書館等で若干の補

足調査の余地が残ってお り,そ れらはなるべく早いうちに果たしたいと考えている。また,同 時代の

他紙や他の文献(公 文書や吉田巌の日記など)に よって,さ らには体験記録の集積によって,記 事の

内容を補強あるいは検証する作業も必要だろう。

十勝の新聞資料ということか らすれば,ま とまりとしては僅かではあっても,『十勝新聞』などの

記事調査や,例 えば1901年 に釧路で創刊されたr北 東 日報』(の ちr釧 路新聞』)は 早い時期か ら十

勝版に一面を充ててお り,そ の記事調査は十勝発行紙の欠落を埋める材料 となり得るだろう。

3-2(原 資料の確認)こ の目録に収めた記事のスクラップは,帯 広百年記念館,帯 広市図書館郷土

資料室,お よび北海道立アイヌ民族文化研究センターで所蔵する。ただしその利用にあたっては,十

勝毎 日新聞社資料室等の原資料所蔵先に連絡されたい。

3-3(作 業の分担)記 事調査 ・翻刻は山田 ・小川が分担して行なった。rは じめに」の文章は小川が

執筆 し,両 者の協議をへて小川が浄書した。

3-4(謝 辞)こ の目録のための資料調査にあたっては,十 勝毎日新聞社資料室ならびに帯広市図書

館郷土資料室に幾度も御世話になった。記して感謝する。特に十勝毎日新聞社には,ほ んらい内部利

用のためのものである資料室のマイクロフィルムの閲覧について,そ して 目録 ・記事翻刻の公刊に際

して,便 宜をはかっていただいた。自社の過去の記録の公刊を諒解 して下さったことと併せて,深 く
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感謝する次第である。

また目録の公刊にあたって,そ の地域で公刊したいという編者 らの希望を容れて掲載を許可してい

ただいた帯広百年記念館,特 に資料閲覧の段階か ら投稿の計画,編 集の段階まで御世話していただい

た同館学芸員内田祐一氏に感謝したい。

[凡 例]

・記事 目録 は,記 事の 日付,掲 載面,執 筆者,見 出 し,記 事の分量,備 考の順 に掲載 した。

・r十 勝毎 日新聞』は夕刊紙 であるため ,新 聞の発行 は 日付の前 日である。

・見出 しは,改 行 を 「/」 で表 した。ただ し,一 部 を省略 している。

・記事 の分量 は,あ くまでおおよその 目安 として アル フ ァベ ッ トによ り表す こととし,10行 程 度 ま

で をrA」,10～30行 程度 をrB」,そ れ以 上をrC」 とし,さ らに1面 の半分 以上にわたる場合

を 「D」 とした。

・備考欄に 「市 図」 と記 した ものは帯広市図書館 所蔵 のス クラップ によるもの,そ の他は全 て十勝毎

日新聞社 資料室所蔵のマイク ロフィルム による ものである。なおスクラ ツプにつ いては,日 付はス

クラップ台紙へ の書 き込み による。備考欄 には,こ のほか,記 事の掲載面 の情報や写真掲載 の情報

(写真掲載の場合,そ の点数を 「写真1」 とのよ うに表示 した)な どを記 した。

・記事 目録 記事紹介 とも,漢 字 の旧字体や変体仮名は,原 則 として常用の漢字や仮名 に改めた。 ま

た,適 宜句読点 を補 った。

・記事紹介では,記 事 の原文で強調のため文 の途 中で改行 した り,行 頭の言葉や文 中の言葉の一部 を

大 きな活字で表記 した りしている場合 があるが,そ れ らは全て通常の文の改行 と文字の大きさに改

めた。

・記事 のル ビは原則 として削除 した。

・編者 による注記は 〔 〕 内に記 した。 〔ママ〕 と記 したのは 「原資料 のまま」 の意で ある。

・判読で きなか った文字 は□で表 した。

・ 「は じめに」で述べた とお り,現 在では蔑称 とされ るような用語 も,資 料 としてそのまま記載 した。

註

*1こ れ は二 人 の勤 務す る職 場 が公 的な 資料 保存 機 関で あ る こ とに由来 す る と同時 に,そ れ ぞれ が有 して いる問題

関心 で もあ る。 近 年 の仕事 と して 小 川 ・山 田編rア イ ヌ民 族 近代 の記 録』(草 風 館,1998年)な どが あ る・

十勝 で は幕 別 町蝦 夷文 化考 古 館文 書 資料 調査 委員 会 編 『吉 田菊 太郎 資 料集H』(幕 別 町教 育委 員会,1998年)

にも参画 させ て いた だいた 。

*2山 田 「十勝 におけ る北海 道 旧土人 保護 法 によ る土 地下 付」 『北海道 開拓 記 念館研 究紀 要』第25号,1997年3月,

同 「「北海道 旧土人保 護i法」 に よる† 付地 の没 収 一第3条 の適用 実態 につ いて」 『同前 』第27号,1999年3月,

同 「「北海道 アイヌ協 会」 と 「全道 アイヌ 青年大 会」」r北 海道 立 アイ ヌ民族 文化研 究 セ ンター研 究紀 要』第6号,

2000年3月,小 川 「音更(開 進)尋 常小 学校 関係 資料 」 『同 前』第5号,1999年3月,同 『近 代 アイ ヌ教 育制

度 史研 究』 北海 道大 学 図書刊行 会,1997年 な どで,こ れ らの一 部 につ いてで は あるが解 明 を試 みて いる。
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記 事 目録1920～1939年

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1920(大 正9)年 】

9月2日 2 旧土人/土 地及職業別 B

9月30日 2 旧土人総計は/朱 書方通牒 A

10月5日 2 門崎属の出張 〔「音更土人学校」視察〕 A

10月12日 2 管内旧土人/義 務教育/終 了者九十六名 A

10月12日 3 年と共に亡び行く/愛 奴種族の現在 A

10月19日 2 幕別村部内の旧土人状態 A

10月19日 2 十勝管内旧土人/生 活状態所有地 A

【1921(大 正10)年 】

1月14日 3 純古式で/熊 送り/明 日午後から A

2月26日 2 帯広町部内/旧 土人/現 在百九十四人 A

9月7日 3 アイヌ踊や/熊 祭興行/を 取締る B

9月14日 2 土人学業 B

9月16日 2 土人教育研究 A

9月18日 2 旧土人/保 護救済/道 庁方針 C

9月20日 2 旧土人産業奨励(上)/亀 山道庁属談 C

9月21日 2 旧土人産業奨励(下)/亀 山道庁属談 C

11月9日 2 最近の北海道(十 七)/道 庁地方課調査 〔五に 「旧土人教育」〕 B

11月18日 2 土人教育研究 A

ll月25日 2 旧土人教育/研 究会 B

11月29日 2 伏古伝道館/開 館式 A

12月1日 3 愛奴伝道館/開 館式 A

12月9El 2 伏古校増築 A

12月13日 3 日新小学校/落 成式 A

12月18日 3 日新校落成/▽ 記念式挙行 A

12月25日 2 土人教育費/配 付額 A

【1922(大 正11)年 】

1月2日 4 〔「明治二十七年帯広町宅地第一回貸付 当時貸付を受けたる人々の氏名」〕 B

1月10日 2 一 土人研究会 〔十勝旧土人教育研究会〕 A
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1922(大 正11)年 】(続 き)

1月11日 3 福寿草と/ア イヌの伝説/優 しい女神の精 C

1月19日 2 土人研究会 〔十勝旧土人教育研究会〕 B

2月3日 3 土人学校長/吉 田氏表族/十 一日伝達式 B

3月9日 2 旧土人児童/教 育研究会 A

3月19日 2 土人校卒業式 A

3月31日 3 [ステー シ ョンよ り] B

4月5日 2 [新刊紹 介]〔 『大 正国 民』:河 野 常吉 執筆 記事 を紹介 〕 A

4月12日 2 旧土人授賞 〔農業経営品評会〕 B

4月15日 3 [ステ ー シ ョンよ り] B

4月19日 三井視学来帯 〔目的の中に 「伏古土人学校」の改築に関する調査あり〕 A 市図

4月27日 3 [ステ ー シ ョンよ り] B

5月3日 2 十勝土人教育研究 A

5月7日 2 土人就学児 B

5月21日 2 土人品評会 A

5月21日 2 無 偏 生 統計宣伝行脚/六 、駅名と町村名 B

5月31日 2 旧土人保導 A

6月1日 2 旧土人教育 A

6月4日 3 旭川から遥々熊さがし/支 庁に委託 A

6月10日 3
種 馬牧 場 に御 成 りの/摂 政 宮殿 下御 予定/御 途 中河 西橋 よ りアイ
ヌが/独 木 舟で鮭 捕 りの様 を御 覧

B

6月14日
鉄路の御慰物/愛 奴独木舟の繰縦/十 勝川に三艘並五段列/国 旗
を騎し正装□古風俗 C 市図

6月15日 3 殿下の御旅情を慰さめ奉る/土 人の独木舟操縦 C

6月21日
光 栄 ある管 内七 小学校 の児童/摂 政 宮殿 下 の御覧 を仰 奉 る/書 方
図画 の執筆 の栄 を担 ふ 〔七校 中 に第 二伏 古尋 常小 学校 の名 あ り〕

C 市図

6月24日 2 [毎 日短評]〔 皇 太子 行啓 の さい の 「熊祭 」供 覧 につ いて〕 C

7月19日 1.4 奉迎鶴駕 〔短歌〕 C 市図

7月19日 2 吉田 巌 旧土人の教育 C 市図

7月19日 4
勇 敢 に して/理 義 を解 せ る/十 勝 の青年 アイ ヌ/一 身 を賭 して敵

陣 に使 ひ し/雄 弁 を揮 って 同族 を救 ふ
C 市図

7月20日 1 吉田 巌 旧土人教育 C 市図

8月5日 2 旧土人保護事業(一)/道 庁社会課調査 C

8月6日 2 旧土人保護事業(二)/道 庁社会課調査 C

8月15日 2 奇特な旧土人 A

8月17日 3 巨熊出没/美 利別方面に A

8月18日 3 [ス テ ー シ ョ ン よ り] B

8月27日 2 音更方面水害 A

10月8日 3
駅 の案内標 に出る/十 勝 沿線の名勝/コ ロポ ックル人種穴居 の趾/
尚残る アイ ヌが戦趾 の数 々

C
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1922(大 正11)年 】(続 き)

10月20日 2 保導員協議会 B

10月21日 2 土人保導員会 C

10月21日 2 音更農業経営/品 評授与式 C

10月24日 3 アイヌは紳士ぢゃないと参加お断を喰はす/二 日目の競馬会盛況 C

10月25日 3 音更川柳吟行 C

10月28日 1 十勝俳句大会句集 C

10月29日 1 十勝俳句大会句集 B

11月8日 1 秋 の くれ 〔詩〕 A

ll月17日 3 音更土人学校/改 築落成式 B

ll月26日 2 土人校開校 A

12月7日 3 アイヌ土人に関する/展 覧会及講演会 C

12月23日 1 柏葉吟社例会結果(続 き) B

【1923(大 正12)年 】

1月1日 十勝土人等の/チ ユップ.イ ノミ C 市図

2月17日 2 [旭川通信]旧 土人混教 A

3月2日 2 管内学事状況 B

3月ll日 2 土人救療規則 B

3月13日 2 旧土人救療 B

3月21日 2 土人教育研究 B

3月22日 2 土人互助組合総会 B

3月25日 3 開進授与式 B

4月3日 2 伏古互助組合/新 に組織さる C

4月3日 2 土人事 務 嘱託 〔ジ ョン ・バ チ ェラーが 道庁 の嘱 託 に〕 A

4月8日 2 勧農費給与 A

4月12日 2 伏古互助会/役 員会開催 A

4月14日 2 唯根 伊與(談) 発明品博覧会と北海道(承 前) C

4月16日 2 伏古互助会役員会 B

4月17日 2 伏古賃貸新契約 A

4月23日 2 伏古土地契約 A

4月24日 2 新規土地契約/伏 古互助会の A

4月26日 2 甜菜組合創立 A

4月27日 2 勧農費給与 A
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1923(大 正12)年 】(続 き)

4月27日 2 伏古土人部落/甜 菜組合成立 A

4月30日 2 旧土人禁酒会 A

5月5日 3 禁酒講演会 A

5月22日 3 民力酒養/活 動写真会 B

5月23日 1 橋本 白湖 春 〔短歌〕 A

5月23日 3 禁酒活映会 B

5月25日 2 旧土人療養所/設 置申請/目 下状況調査中 C

5月26日 2 旧土人保護の為め/療 養所設置計画/漸 く県体化し来り/道 庁社
会課長実査 C

5月26日 2 管内旧土人 B

6月4日 2 治療院設置を/旧 土人財産 B

6月5日 3 [小言 集] B

6月9日 3 華山氏講演会 A

6月13日 2 [毎日短 評]〔 「旧土 人小学 校校 長会 議」 に言 及〕 B

6月14日 2 土人保導委員/執 務細則 C

6月15日 2 茅原氏来帯/講 演会開催 B

6月17日 2 茅原氏講習会 B

6月20日 2 茅原氏来帯 A

6月21日 2 地方費事業として/旧 土人病院設立/実 現は本年九月頃か B

6月22日 2 療養所医員 B

6月27日 2 社会課長来帯 A

6月27日 2 土人病院の新設/新 たに財源を発見/(札 幌特置員) B

6月28日 2 山本課長帰庁 A

6月28日 3 亀山道庁社会課属 色丹島へ(続) C

6月29日 3 亀山道庁社会課属 色丹島へ(承 前) C

6月29日 3
所有反別も知らぬ/旧 土人耕作地実地調査/並 に正確なる等級査
定/帯 広町干係旧土人部落 B

6月30日 3 亀山道庁社会課属 色丹島へ(承 前) C

7月14日 2 都市計画に付/茶 話会開催 A

7月18日 2 土人保護打合 A

7月19日 2 土人保護打合会/諮 問と協議 C

7月20日 2 土人保護打合会/諮 問と協議(承 前) C

7月20日 3 [毎 日短 評]〔 アイ ヌ の 「保 護救 済」 に言 及〕 C

7月21日 2 土人病院設立問題/土 地の選定に行悩む/医 師の選択も一仕事 C

7月25日 2 土人保導員更迭 A

7月26日 2 土人保護法/改 正答申 C
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1923(大 正12)年 】(続 き)

8月5日 2 土人智識向上/講 演会計画 A

8月12日 2 十勝外五郡/医 師会臨時総会/土 人救療実費診療等議決 B

8月12日 3 旧土人改善/指 導講演会 B

8月18日 2 保導員会議 A

9月19日 2 土人病院問題/年 度内の物にならず? B

10月10日 2 土人療養所/本 年見込無し B

ll月18日 2 伏古互助例会 A

12月1日 2 管内土人指導員 〔土人保導委員欠員の嘱託〕 A

12月13日 2 伏古旧土人/組 合成績/管 内一の成績 B

12月19日 3 旧土人表彰 B

【1924(大 正13)年 】

1月1日 15 吉田 巌 子年に因んだ/ア イヌの/鼠 の話 C

1月1日 16 喜多 章 明
(伏古土人組合幹事) 旧土人の指導に就て C

1月9日 2
町村長 会議/附 議事 項 〔「指 示事項 」 中 に 「土 人給与 地整 理 に関
す る件」 あ り〕 C

1月10日 2 土人互助総会 B

1月16日 3 吉田 巌 十勝アイヌの伝説/其 の一/三 星と六星 C

1月17日 3 吉田 巌 十勝アイヌの伝説/其 の二/阿 寒嶽の硫黄 C

1月19日 3 旧土人は蛆虫のみ/和人は各種の寄生虫に侵さる/衛生上研究す可き問題 C

1月29日 1 [文苑]〔 俳句〕 A

2月13日 3 白人の老愛奴/芦 別山奥で巨熊を射止む B

2月17日 2 仙 峯 生 亡 び行 く愛 奴 の為 に 『 C

2月21日 1 幸震俳句会の芽生へ 〔俳句〕 B

2月23日 1 第二回幸震/六 花会句集 A

6月11日 2 山本社会課長/旧 土人調査来る B

6月17日 2 音更視察/山 本社会課長 A

6月20日 2 山本社会課長/帯 広視察 B

6月20日 2 川合村に/旧 土人互助会 B

6月21日 2 土人給与地を/根 本整理/山 本課長の出張 C

7月8日 2 旧土人互助/組 合長会議 B

7月12日 3 土人供与地/協 議出席者 B

7月16日 2 旧土人給与/余 地賃貸/其 筋に申請 C

7月25日 2 旧土人/共 有貯金/各 部落で保管 C
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1924(大 正13)年 】(続 き)

7月29日 2 旧土人互助/組 合規約 C

7月30日 3 旧土人行倒れ B

8月3日 2 土人除草品評会 A

8月5日 2 無智蒙昧なる/旧 土人の善導計画/伏 古互助組合の活動 C

8月14日 3 筋骨逞しき/愛 奴相撲/十 五日伏古で B

8月19日 3 伏古愛奴相撲 A

9月6日 2 管内土人校/昨 年度予算/三 千円計上 B

9月ll日 2 伏古の古戦場に/神 威公園設立す/経 費五千円にて/帯 広町長に出願 B

9月12日 3 旧土人共有財産の/益金を有意義に/使 用せしめんと/支庁当局なやむ C

9月14日 1 黒 人(芽 室) 無題 〔短 歌〕 B

9月18日 2 他管内土人視察 A

9月20日 2 土人除草品評 A

9月21日 2 [人事動静]〔喜多章明釧路へ出張〕 A

9月21日 2 土人基本財産/協 議会開催 A

9月21日 3 河西土人/現 在数 B

9月23日 2
当町土人の進化状態/組 合設立以来急進/部 落改善は後五年/伏
古互助組合 喜多理事談 C

9月26日 2 全道支庁長市長会議 〔「指示事項」 中に 「土人給与地管理の件」 あ り〕 C

9月26日 2
当町土人の進化状態(完)/組 合設立以来急進/部 落改善は後五年/
伏古互助組合 喜多理事談

C

10月4日 2 釧路の土人部落

10月22日 3 バ翁の愛嬢/八 重子嬢が/伝 道のため来帯 B

10月24日 2 伏古組合協議会/社 団法人に組織するは全道の魁ならん C

10月29日 3 土人語の駅名では/旅 客は不安と/願 ひ出た駅名改称は近く認可か B

ll月2日 2 アイヌ製品を/巴 里の博覧会へ B

ll月28日 3
虐げられた/土 人体育の増進/五 十八名の合格者に/二 十二名採
用された/管 内本年度徴兵成績 C

ll月29日 2 旧土人/青 年処女打合会/昨 日役場にて A

12月2日 2 旧土人処女会/会 長決定/吉 田校長推薦 A

12月4日 3 一・万七千円の/土 人共財益金/近 く各組合に交附/今 後は組合で活用 B

12月9日 2 河西管内旧土人/教 育程度調査/十 二月十五日迄完了 B

12月14日 2 調査を終えた/管 内旧土人教育程度/一 般に向上普及さる C

12月14日 2 管内旧土人/基 財益金/使 途考慮中 A

12月21日 2 目醒めた伏古互助会/納 税組合組織/一 ・月の総会に提出 C

12月21日 2
飯 田組 合長
〔飯 田 誠 一〕 伏古組合事業報告 C

12月23日 2
飯 田組 合長

〔飯 田 誠 一〕
伏古組合事業報告(二) C

12月23日 3 博愛の精心から/ア イヌ熊祭を全廃/彼 等の生活を向上さす為め B
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帯広 百年記念館紀要 第19号2001

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1924(大 正13)年 】(続 き)

12月24日 2
飯 田組合 長

〔飯 田 誠一 〕
伏古組合事業報告(三) C

12月25日 2 伏古組合/貸 地料預金交付方法/明 春の総会に附議 B

12月25日 2
飯 田組合 長

〔飯 田 誠一〕
伏古組合事業報告(四) C

12月25日 3 伏古互助組合/土 門氏に/記 念品贈呈 B

12月26日 2
飯 田組合 長
〔飯 田 誠一〕

〔ママ〕

伏古組合事業報告(四) B

【1925(大 正14)年 】

3月31日 3
音更村で試みた/珍 らしい滞納統 計/出 生地別 宗教別 に依 るもの/

成績は旧土人が第一位
C

4月5日 3
伏 古互 助組 合事 業概 況/何 時 迄 も独立 出来 ぬ 旧土人/今 の処宗 教
の力 も/い か さ まもの C

4月8日 3 文芸雑誌/シ ・アンルル/創 刊 B

4月9日 3 熊害警戒中/土 人青年の殉職/過 る日の大吹雪巡視中 B

4月11日 3 十勝の社会事業概況/十 勝自警会及び/北 星園/土 人組合 C

4月14日 2 音更社会講演会 B

4月18日 3 十勝土人の生活状態調査/案 外健実に進みつ》ある C

4月19日 3
郷土 を代表 す る/土 産 品 を出せ/各 地 の之 が余 りに貧 弱/帯 広 は
アイ ヌ細 工

C

4月30日 3 土人給与地/無 断耕作/い かん A

5月7日 2 旧土人保護会/解 散/積 立金分配 B

5月13日 2 伏古講演会 A

5月21日 3
人類学 の権 威/コ ー リス博士/近 く来 帯?/瑞 西民族 と似 て る/

アイ ヌ研究 の為 め
B

5月29日 2 旧土人保護策/給 与地を和人にとられるのを防いでやらねば C

5月30日 2 全国土産品/展 覧会/札 幌で開催 B

5月31日 2 旧土人給与地 B

6月18日 3
芽室土人給与地貸借解除問題/解 除時期を失せる為め耕作者は大
狼狽/四 十余町歩の甜菜畑の運命や如何に C

6月23日 3
アイ ヌ族 の原始 的 生活 を も/殿 下 には親 し く御 覧遊 さ る/海 豹 島
行 啓 は御 中止 〔皇太 子樺 太行 啓〕

B

6月30日 2 河西土人/保 導員会議 A

7月3日 2 旧土人の教育程度/益 々向上す/昨 年は高等科に八名 B

7月5日 2 互助組合概況(二)/北 海道庁社会課の報告 C

7月7日 2 互助組合概況(完)/北 海道庁社会課の報告 C

7月9日 2 伏古児童の/義 掲金/山 陰震災に A

7月11日 3 旧土人減少/帯 広署の調査 A

7月12日 3 旧土人/慰 安活動/明 夜日新校で B

7月15日 2 本別旧土人互助組合役員会 A

7月16日 3
虐 げ られ た挙 句 に/非 滅 の淵 へ/進 み 行 くアイ ヌ種族/飽 迄 呪は
しい和 人達 C
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1925(大 正14)年 】(続 き)

7月18日 2 土人互助金/川 合活写/有 志等斡旋 A

7月24日 1
簡 易保 険金 の/受 領 は面倒 か/旧 土 人死 亡後 局長 は/言 を左 右 に
して渡 さぬ

C

7月25日 3 函館戦史に/興 を惹く…/松 嶋見物後御帰京 B

7月26日 2
旧土人救護のため/購 販組合組織/物 品を低廉に供給し/生 産品
を有利販売する

B

7月30日 2 旧土人救済の/活 動写真会/純 益百四十五円七十銭 B

8月16日 3 工藤琴湖生 虐げられて滅び行く/ア イヌの研究/「本道開拓の第一人者」(一) C

8月18日 3
仏 の信 心が/足 りな い査公 連/盆 に もろ くな 目に合は ぬ/ア イ ヌ
の酔 どれ に手 を焼 く

C

8月18日 3 工藤琴湖生 虐 げ られて 滅び行 く/ア イヌ の研究/「 本道 開拓 の第 一・人者 」(二) C

8月19日 3 工藤琴湖生 虐げられて滅び行く/ア イヌの研究/「本道開拓の第一人者」(三) C

8月20日 2 本道旧土人/互 助組合概況(一)/組 合二十四、人員千七百余名 C

8月20日 3 工藤琴湖生 虐げられて滅び行く/ア イヌの研究/「本道開拓の第一人者」(四) C

8月21日 2 本道旧土人/互 助組合概況(二)/組 合二十四、人員千七百余名 C

8月21日 3 工藤琴湖生 虐げられて滅び行く/ア イヌの研究/「本道開拓の第一人者」(五) C

8月22日 2 本道旧土人/互 助組合概況(三)/組 合二十四、人員千七百余名 C

9月3日 3 勤労デーに/耕 地地均し/伏 古部民が A

9月13日 2
グ ロブ女史/音 更村 に来 て/ア イ ヌ の血液 を採 る/五 百 人分 を蒐

集す るた め
B

9月22日 3

何処 まで も/虐 げ らる 勾愛奴 族/旭 川 近文 の土 人給 与地 を/和 人
が払下 げ運 動 をす る/前 途頗 る憂 慮 さる/将 来 は市 へ編入 の意 響

あ り/何 の道 山奥 に追 はれ る/佐 藤保 導員 は語 る

C

9月23日 2 伏古互助組合/臨 時総会/来 二十三日 A

10月2日 2 旧土人/貸 与金/本 秋回収 A

10月3日 2 川合村互助組合/社 団法人に組織変更 A

10月4日 1 秋季音更神社例祭奉灯句集 A

10月4日 2
川合村互助組合/財 団法人組織理由/文 化に遅れた無智な/旧 土
人を徹底的救済のため

C

10月6日 1 九月栢葉吟社句集 A

10月8日 2 [編輯余 録]〔 ジ ョン ・バ チ ェラー によ る 「熊 祭」批 判 につ いて〕 B

10月10日 2
愛奴の製品/刺 繍六点を献上/全 国工兵架橋演習に際し/侍 従武
官御差遣を機として

B

10月16日 2
グ ロウ ブ嬢/伏 古 に来 らず/予 定 の愛奴 の血液 五 百人 を/蒐 集 出
来 て帰 国の途 につ く

B

10月25日 2
旧土 人 に給 与 した/就 業資 金 の用途/河 西支庁 で 調査 し/積 極的
に発 展せ しめ る

C

10月25日 3
変な町名は ドシ〉 改名/釧 路市の春採は弥生町/茂 尻矢は中嶋
米町は曙町と

B

10月28日 2 互助組合の/財 産管理規程/基 本財産保護のため C

ll月4日 2
旧土人 へ も/勤 週 の意 義徹 底/不 時 の場 合 に備へ しめ ん と/河 西
支庁 で 大 いに督励 す る

B

ll月8日 2 旧土人の/指 導講習会/日 新校で A

ll月12日 2 喜多属芽室へ A

11月13日 2 芽室村互助組合/勤 週講習会/十 一日芽室太公会堂で/支 庁の喜多属が C

12月4日 3
アイ ヌ民族/大 昔遺 跡発 見/日 本 民族 と接触 す る以前/支 那大 陸

と交渉 が あった
B
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1926(大 正15・ 昭和 元)年 】

1月8日 3
太 古 の時代 は/冬 至 が元 日/日 が 短か い処 を境 と した/日 本 の暦
とアイ ヌ の暦

C

1月15日 2 土人児童は/年 々向上する/成 る可くは混合教育に努力 B

3月13日 2 健実な発達へ進む/本 別互助組合/管 内組合中で最も優良 C

3月17日 3 〔広告〕小樽新聞記者 工藤梅次郎著/新 刊 アイヌ民話 B

3月18日 3
逐年 亡び行 く/管 内の 旧土 人/昨 年 に比 して廿 八人減/寒 心 すべ
き乳 児死 亡率

C

3月28日 3
〔ママ〕

あすの晩/ア イヌ放送/白 老の溝岡郵便局長が A

4月1日 2 管内旧土人の/指 導保護協議/互 助組合長会合して/本 月上旬開催 B

4月2日 3
頭 が良 いの で将来 を嘱 望 さ る 》/農 学士 高倉 新一 郎君/帯 校 が 生
んだ最初 の学 士/喜 び に包 まれ た高 倉一 家

C

4月2日 3 無智の愛奴を/欺す某保導員/シ ャモに貸す土地に/潜む不正の噂高し C

4月6日 3
音更保導員に/伝 はる噂は無根/土 人の保護指導に熱心で/昨 年
は道庁から表彰さる

B

4月20日 2 管内旧土人/耕 作地積/昨 年と大差なし A

5月7日 3
郷土 情調 の豊 かな/材 料 を放 送す る/本 道 放送 出願 は現在 十 一/
江差 追分 や アイ ヌの唄

B

6月12日 3
旧土人部落の/衛 生思想向上/全 体を通じて成績良好/帯 広町清
潔検査了る

B

6月29日 2 音更伏古両部落の/結 核予防デー/支 庁喜多属出張講演 B

7月11日 3
滅 び行 く愛奴 に/積 極 的 の保護/明 年度 予算 に計 上す べ く/内 務

省 で計 画 中
B

7月13日 3 帯警管内の/旧 土人/前 年より減少した B

8月21日 2 管内旧土人/保 導委員 A

9月14日 3 大樹旧土人/巨 熊を弊す A

9月17日 2 音更に大熊/作 物を荒す A

10月24日 3
旭 川の アイ ヌが/農 民党 に入党/滅 び行 く同族 のため に/新 興勢
力を植 え る

B

10月31日 3

独 伊英 訳 され る/愛 奴少 女 の詩 集/既 に仏訳 され てパ リで は/そ
の天才 を推 奨 された 「神 謡集」/今 は な き近 文 の知里 幸恵/北 都
高 女で/友 か ら差別 され/奮 起 して勉励 の結 果/金 田一学 士 に養
は る/自 然 を詠 ひ先 祖 を讃ふ

C

11月7日 3 元池田書記/土 人米代/を 横領消費/目 下取調中 A

11月7日 3
アイ ヌは 豪州 か ら/渡 来 した といふ学 説/小 金 井博 士 の発表 これ

を駁 して/シ ベ リヤ発源 説/論 戦 に花 咲 く学術 会議
C

11月7日 3
小さい胸を痛めて/卒 業後の方針を定める/帯 広三校を来春出る
児童等/少 年職業指導に/当 局今から向ふ鉢巻き

B

ll月25日 2 管内旧土人給与地/一 千五十七町九反中/大 部分は和人へ賃貸 B

11月28日 3 往時はアイヌの為めの/警 察だった/残 ってゐる記録が仲々に面白い C

11月30日

〔ママ〕

吉田新校長/蕃 童学校視察 A 市図

12月8日 2
宗教 的方面 か ら/旧 土 人 を導 く/支 庁 社会 係で も現在/こ の方 針
で邦 人化 に努 力

C

12月12日 2
アイヌを救ふ道/信 仰の力あるのみと/ス ッカリ伝道師になりす

〔ママ〕

まして/東 京の貧民窟に神の愛を説く/伏 古の伏根甲造さん
C

12月15日 2 南十勝処女地に/天地を求めて/音更旧土人近く移住/広 尾干潟川沿岸に B

12月25日 2 伏古互助組合/納 税表彰者 A
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎 日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録 と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1927(昭 和2)年 】

1月9日 2 旧土人給与地/打 合会 A

1月13日 2 旧土人指導の/講 演会 A

1月15日 3 四十女にまくしたてられ/喜 多支庁社会係凹む B

1月16日 2 伏古互助組合/通 常総会/け ふ午后一時/飯 田組合長出席す B

1月26日 1 新年初句会 A

1月26日 3 帯広町旧土人保導員 滅び行く種族の/現 状を悲しむ(上)/宜 しく善導に積極的なれ C

1月27日 3 帯広町旧土人保導員 滅び行く種族の/現 状を悲しむ(下)/宜 しく善導に積極的なれ C

2月22日 2 池田互助組合/評 議員会 A

2月24日 2 池田町互助組合/本 年度の計画/昨 日の評議員会で決定 B

3月5日 2 別保互助総会 A
脚

3月6日 3
別保旧土人部落の/精 農者を表彰/き のふ互助組合総会で/御 馳
走や福引に興ず B

3月9日 2 支庁員出張一束 〔喜多章明芽室へ〕 A

3月9日 3
旧土 人 の善導 に/町 当局が大 童/今 年 は四 百余 円 を計上 して/生
活 向 上 に資 す C

3月13日 3
据 置貯 金 を楽 しむ/伏 古 の 旧土人/酒 に代 へて右 か ら左 に/費 っ
たの は昔 の こと C

3月19日 3
アイ ヌ民族 のた め/老 生 を捧げ る/ジ ョン、 バチ ェラー博 士/本

道 に保 護学 園創 設 B

4月20日 3 伏根さん/盗 難の訴え A

5月4日 3 伏古 の 旧土 人等/先 祖 の霊 を 弔ふ/部 落 民総 出で共 同墓 地 の手入
れや 植樹 をな す B

5月8日 2
旧土人も列席して/互 助組合協議/二 十八日支庁会議室で/部 落
愛着心酒養のために/適 当な娯楽慰安を講ずる B

5月8日 2 音更互助組合/定 期総会/六 日開催す/出 席五十名 B

5月8日 2
先づ 「独立 独歩 せ よ」 と/け ふ十勝 旧土人有 志大 会/虐 げ られ つ
＼亡 び行 く民族 に/奮 然 起 った旭 明社 の旗揚 げ C

5月10日 2 侮 辱 と迫害 の前 には/飽 迄結束 す る/悲 壮 を極 めた昨 日の/十 勝
「旭 明社」 の発会 式 B

5月10日 2 [毎日片 々]〔 旭 明社 発足〕 A

5月10日 2 [編輯余録]〔旭明社発足〕 B

5月13日 2 十勝旧土人児童/就 学分布状態/現 在総数百五十二名 B

5月13日 2 管内互助組合/会 議延期 A

5月19日 日新小学校長/台 湾出張 A 市図

5月25日 3 旧土人の溺死体/幸 震で発見 A

5月31日 3 毎日俳壇 A

6月15日 3 数字 上 か ら見 た/伏 古 旧土 人 の生活 状態/男 は平均 十八 歳位 か ら
結婚 す る/一 戸 当 り貯 金額 四百 八十 余 円 C

6月21日 2 伏古校に結核予防講演会 A

6月25日 2 [編輯余録]〔西川光二郎講演会関係〕 A

6月25日 2 西川氏帯中で講演会 A

6月25日 2 [毎 日片 々]〔 西川光 二郎 講演 会〕 A

6月25日 2 西川氏町内視察 〔「伏古部落を視察」とあり〕 A
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1927(昭 和2)年 】(続 き)

6月28日 2 公会堂で/西 川氏講演/聴 衆武百余 B

11月30日 吉田 〔日〕新校長/蕃 童学校/視 察 A 市図

12月6日 3 アイヌ婦人団/北 糖視察/伏 古部落の A

12月13日 3
〔ママ〕

民族開放のため/近 文愛奴奮起/給 与地奪還を叫んで/市 役所に押掛く B

12月14日 2 [毎日片 々]〔 旭川 の アイ ヌの運 動 につ いて〕 A

【1928(昭 和3)年 】

2月1日 3 日新小学校で/旧 土人表彰式/伏 古互助組合が B

2月25日 3 〔秩父宮来訪記事〕 B

2月28日 2 [毎 日片 々]〔 秩 父宮 の来 訪〕 A

2月28日 3 伏古の奉迎準備 A

2月28日 3 草深き北海に/取 り残されて/旧 土人の面影を/の こす日新校の沿革 B

7月20日 3
滅 び行 くアイ ヌの為 に/保 護 学園 確立/道 庁 が主 体 とな って/三
万 円の寄 附募集

B

7月25日 3 十勝人口動態 A

12月14日 2 土人給与地/入 地者に補助/指 定地紋別原野/一 戸百五十円宛を A

12月20日 2 旧土人児童/優 秀者/推 薦方依頼 A

12月25日 3 天涯氏快著/北 海道郷土史/帯 広書店発売 〔書評〕 B

【1929(昭 和4)年 】

1月8日 3 喜多 章 明
(河西支庁 属) 公設医療機関の/拡 充を望む C

1月9日 2 旧土人の/保 護施設/指 導方通牒 A

2月13日 2 旧土人本位の/金 融機関設置/信 用組合組織決定 A

2月13日 2 旧土人部落/特 志/会 館費寄附 A

2月13日 2 旧土人精神/作 興講演会/十 一日伏古で A

2月13日 2 伏根氏の寄附 A

2月23日 2
〔ママ〕

土工給与地/指 導員/星 野氏に嘱託 A

2月26日 3 古潭婦人会/奇 特/会 館費寄附 A

3月3日 2 旧土人挙って/会 館費を寄付/三 十二名から五十五円/講演に感動して C

3月15日 2 土人教育/恩 賜金/二 校に分配 A

3月20日 3
アイ ヌ児 童 に/中 等 教育 を施 す/バ チ ラー 博士 の特志 で/帯 広 か
ら一 名選 抜

B

3月23日 3 亡び行く…/旧 土人の動態/前 年より/百 四十六名の激減 B

3月31日 3
〔ママ〕

伏古互助組合の/評 議員会開催/廿 日紀念館に於て B
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎 日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1929(昭 和4)年 】(続 き)

4月2日 2
〔ママ〕

伏古旧土人/互 助組合総会/紀 念館に於て開催す B

4月11日 3 菊地 達男 十 勝 の伝説 〔一・〕 C

5月1日 2 互助組合の/改 革案/河 西支庁長に陳情 B

5月8日 3 物置同然な/伏 古記念会館/旧 土人が勝手に使用してゐるとの噂 B

5月15日 3 井 浦 生 和泉無人閑氏編/「蝦夷の燈」を読む C

5月17日 3
奥様 の 印象 十九/熊 とアイ ヌ乏 氷 を/強 く想 像 した帯広/二 宮

医学 博士 婦人 C

5月30日 2 町学校医の/担 当児童調べ A

5月30日 2 支庁喜多属出張 A

5月31日 2 優良部落の/視 察に/十 勝旧土人/三 日出発す A

6月11日 3 純粋のアイヌは/一 人もゐない/和 人との結婚増加で B

6月15日 2 〔写真〕本日記念式に表彰さるン開拓功労者旧土人諸氏と岩崎村議 B 写真1

6月15日 3 晴れ の祝典 を迎へ/全 村 歓喜 に輝 く/会 場 を彩 る協賛会 の催 しに/
歓 楽境 を実現 せん B

6月23日 3 互助組合設立/紋 別原野旧土人給与地/指 導計画の具体案 B

7月2日 2 白人旧土人/矯 風会を組織/八 日白人神社で発会式 B

7月17日 2 管内旧土人の/農 事講習 A

8月13日 2 明年帯広に/ア イヌ会館建設/旭 明社総会で決議す B

9月6日 2 十勝旭明社/緊 急幹事会/八 日姉妹校で A

9月6日 2 鈴木吉三郎 ヤシ繁る南国に/統 治普ねき文化の跡/南 洋群島を一覧して(一) B

10月16日 3 [毎日俳 壇] A

11月9日 3
筋 諺 臨 野 帯広腱 つ/目 ざめ行く青年の要求から/旭明 C

12月18日 2 [新刊紹介]中 島峻蔵氏著/『 北方文明史話』/趣 味の北海道史 B

12月18日 2 墓 地 を持 た ぬ/伏 古 の部落 民/公 認 して 欲 しい… と/け ふ帯広 町

長 に請願 B

【1930(昭 和5)年 】

2月5日 3 [毎日俳壇] A

2月16日 3 牛蘭社二月詠草 〔短歌〕 B

2月17日 3 [ゴシ ップ]〔軍 人分 会 の 「隠 し芸」に 「アイ ヌ踊 とアイ ヌ の演説」〕 B

4月10日 3 土人給与地に絡る/売 買無効訴訟/原 告の勝訴歴然か B

4月13日 2 [毎日片 々]〔 喜 多章 明 「本庁 旧土 人主任 に栄 転」〕 A

4月13日 3
纏 難 講 て/構 に還へる/道庁社会課に栄転せる/名物男 C

4月16日 3 喜多氏送別会 A

4月17日 3 泣いて別れを惜む/アイヌ民族/白 人吉田菊太郎から/喜多氏に涙の手紙 C 写真1

4月26日 3 種子農具の/無 償交附/支 庁に願ふ/紋 別の旧土人 A
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1930(昭 和5)年 】(続 き)

5月6日 3 伏根家の計 A

5月8日 3 前池田町助役/取 調べらる A

5月10日 3 池田町前助役の/罪 状愈々明白/け ふ検事局に送らる A

5月16日 2 農産種子の/無償交附願ひ/広尾村旧土人の窮状/購 入資金を交附に決定 B

5月27日 3 伏根弘三氏/突 如立候補す/コ タンを地盤として/敢 然馬を進む一 A

5月28日 3
伏根 さん の出馬 で/山 崎派 ギ リー 舞ひ/コ タ ン方 面 の得票 に大
違 算 を生ず/形 勢 盛 り返 しに狂 奔 中

B

5月29日 3 伏根候補の/政 見発表演説/今 晩軍人分会々館に B

5月30日 2 [毎日片 々]〔 伏 根弘 三演 説会 で 「幕 別 コタ ンの吉 田青 年」 演説〕 A

5月30日 3
アイヌ族のため/伏 根氏獅子吼/旭 明社青年の応援で/昨 夜軍人
分会々館に

B

6月2日 2 帯広町議選/開 票結果 〔伏根弘三得票三票〕 A

6月2日 3 [展望台]〔帯広町議選の伏根弘三の得票について〕 A

6月4日 3 伏根候補の/記 念会/伏 古義勇館で四日開く A

6月5日 3 [ゴシ ップ]〔 伏 根 弘三 の落選 記念 会 につ いて〕 B

6月24日 2 土人保護法改善 B

6月27日 2 喜多 章明 札幌より B

7月31日 3 人の半面(5)/天 下一品の/粋 人佐々木酋長/支 庁各課総まくり A

8月13日 2
和 人の学 校 に通 はせて/特 殊 校 を廃止/来 る二 十六 日道 会議 事堂
で/全 道 アイ ヌ大 会 を開 く

B

8月24日 2 蝦夷人と和人 B

9月7日 2
十勝旭明社主催/青 年弁論大会/ア イヌ民族の使命を叫ぶ/帯 広
に於て七日午前十時

B

9月9日 2 横山次官視察 B

9月12日 2 [毎 日片 々]〔 旭 明社 主催 「雄 弁会 」 につ いて〕 A

9月20日 2 全道アイヌの給与地を/放 牧場に変更/一 千町歩に近い荒地 A

10月4日 3 [毎 日俳壇] A

10月7日 3
近 く落成す る/幕 別 矯風 会館/ア イ ヌ族啓 蒙 の尖端 に立 つ/吉 田

旭 明社主 幹の 努力
C

10月9日 3 前田 夕暮 十勝 平(1)〔 詩 〕 B

10月22日 2 土人教育研究 A

10月30日 2 十勝旧土人の/農 業経営状態/自 作農二百廿一戸/小 作農は三百八戸 B

10月30日 2 旧土人の職業 A

10月30日 3 旧土人の宗教 A

11月8日 2 旧土人の戸数 B

ll月27日 2 アイヌ民族は/どんな宗教か/自然宗教が第一の模様/道 庁の面白い調査 B

ll月29日 2 衛生保健上から/生 活状態調査/旧 土人の改善に努める B
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1931(昭 和6)年 】

1月10日 3 ほろび行く/愛奴民族の群/帯広署管下だけで/昨年六月以降八十名の減 B

2月5日 2 一万五千二百人/旧 土人の総数/農 業が一番に多い B

2月11日 3 紀元節拝賀式/町 吏員出席 A

2月14日 1 伏古互助組合 A

2月18日 2 懇談会の名称の下に/全 道愛奴大会/今 夏札幌に開催する B

4月15日 2 土人教育研究 A

4月21日 2 今秋から実行する/土 人生活改善/道 庁社会課の計画 B

4月22日 2
:ママ:

来る八月に/日進校を廃止/和 人土人を区別しない/児童は一般校に編入 B

4月22日 3 伏古日新小学校/廃 校問題悩む/廿 七名のアイヌ児童は/何処へ行く? C

5月1日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

5月1日 3
幕別村の大疑獄/司 法官憲発動せん/奇 怪極むる互助組合土地買
収裏面/疑 問を包む村長の策動/旧 土人極度に憤慨/近 く部落民
大会開く

D

5月3日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

5月3日 2 [毎日片々]〔幕別不正事件関係〕 A

5月6日 3
アイ ヌの 白骨や/錆 び刀 を発 掘/西 士狩 北五 号線 の高 台で/そ の

昔 アイ ヌ の古戦 場
A

5月7日 2 [毎 日片 々]〔 幕 別不 正事 件 関係〕 A

5月7日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

5月7日 3
幕 別村 の不 正事件/愈 々 明 るみへ/道 庁 高等課 よ り藤森 警部 等来
帯 し/真 相 調査 に大活 動 を開始

B

5月13日 3
〔ママ〕

渡辺幕別村長けふ調べらる/吉 田補導員も召喚さる/幕別事件愈々進展す B

5月21日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

5月22日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

5月22日 2 [毎日片 々]〔 幕別 不正 事件 関係 〕 A

5月22日 3 [ゴシ ップ]〔 幕別 不正 事件 関係 〕 B

5月23日 1 原野舎短歌詠草 〔短歌〕 A

5月23日 2 [毎日片 々]〔 幕別 不正 事件 関係〕 A

5月23日 3
恐喝両社長が握る/幕 別疑獄の鍵/取 調べと共に事件拡大せん/
村長に業務上横領の旧悪暴露す C

5月24日 2 経費の節約/ア イヌ校廃止/本 年の八月末を以て/十三校中八校を整理 B

5月26日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

5月26日 3 問題の土地/買 戻しに決定/中 野一課長に宛てy/幕 別村長から電報 B

5月28日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 A

5月30日 3
幕別疑 獄恐 喝事 件/遂 に起訴 さ る/無 人閑 と節侠 の罪 状明 白/近
く公判 に附 され ん B

5月31日 2
アイ ヌ民族 の/保 護 方針 変更/子 弟 を農 校 に入学 せ しめ/自 力 的

同族 の向上 を 図る B

5月31日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

6月9日 3 東部各駅の/ア イヌ伝説蒐集/釧 運当局の新しい試み A

6月11日 3
恐 喝両 社長 の公判/け ふ 開廷 さ る/姐 上 に解 剖 された幕 別疑 獄 の
副 産物/四 弁護 人が 附添 ふ D
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1931(昭 和6)年 】(続 き)

6月12日 3
三 井代 議士 振 出 し、 と称す る/一 千 円の約束 手形/検 事 の追 求 に

無 人 閑 しどろ も どろ/恐 喝両社 長第 一 回公判 続報
D

6月19日 2 土人の奨学金 B

6月26日 2 [毎日片 々]〔 田丸博 士 の 「アイ ヌの眼質 研究 」 につ いて〕 A

6月26日 3
眼の 田丸 博士 が/旧 土 人 の眼質 研究/ト ラホ ーム 無料検 診 を/河
西 支庁 宛 に申込 む

B

6月26日 3 溺れる二人を/救 った旧土人/幕 別村白人鶴沼氏の表彰方を当局に申請 B

7月11日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

7月12日 3
アイ ヌ歌集/「 若 きウタ リー に」/バ チ ェラー八重 子女 史が/著
した涙 の 同族 哀 調 B

7月16日 1 大西與四雄 鮭漁吟行 C

7月19日 2 全道的に亘って/土 人施設改廃/九 月より実施せん B

7月19日 2 廿二日か廿三日に幕別村会招集/又復両派の衝突か/幕別村長何処に行く C

7月19日 2 土人土地給与/面 積二千百八十四町/前 年より四町余増加 B

7月19日 2
本別村に於ける/土 人青年活躍/六 百間の道路を開墾/全 団員の
社会的奉仕 B

7月21日 2 土人校を廃止す A

7月23日 2
八 月三十 一 日を もって/日 新校 を廃止/三 十余 名 の児童 は/伏 古

分校 に収 容す
B

7月25日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

7月25日 2
議場は罵声怒号の交錯/渡 辺派は憤然退席す/午 後三時再開して
岩田氏村長に当選/争 闘に終始せる幕別村会 B

7月25日 2 声明書 〔幕別村長選挙問題〕 C

7月28日 2 渡辺氏 の 当選 を期す る/四 百 名 の一団/神 社 境 内 に勢 揃 ひ して/
河西支 庁 に押 し掛 ける C

7月30日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

7月30日 2
努 力 と向上/着 々 と楽 園を建 設す る/幕 別 白人土 人部 落/ウ タ リ
ーの先 覚吉 田君 奮闘 の成果/文 化住 宅 は何 を語 る C

8月2日 2 [編輯余録]〔幕別不正事件関係〕 B

8月2日 2 ウタ リー協 会 B

8月2日 2 努 力 と向上/着 々 と楽 園 を建設 す る幕別 白人部 落/ウ タ リー の先
覚 吉 田君奮 闘の成 果/文 化 住宅 は何 を語 る C

8月6日 3 火と燃ゆる/同 族向上の熱論/全 道旧土人青年大会 C

8月6日 3 道南文化を誇る三大展覧会/来 る八日から十日間/室 蘭市に於て開く C

8月20日 1 川 上蝦夷 児
(下音更) アイ ヌ の児 の歌へ る 〔短 歌〕 B

8月20日 2 アイヌ部落視察 A

8月26日 3
けふ リンデ イ夫 妻/落 石 無電 局へ/通 信連絡 の好 意 を謝 して記 念
撮影/廿 六 日正 午 頃霞 ヶ浦着 か B

8月27日 1 川上蝦夷児 [毎 日短歌]〔 短歌1首 〕 A

8月28日 2 日新校の閉校式 A

8月30日 2
〔ママ〕

日進閉校式挙行 B

9月9日 2 [編輯余録]〔幕別互助組合問題について〕 C

9月9日 2 総員互助組合脱退/覚 醒せる白人の同族/自 立自営理想の部落を
建設せん/全 道的に大衝動を惹起 C

9月10日 2 [編輯余録]〔幕別村会問題〕 B

19



小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1931(昭 和6)年 】(続 き)

9月12日 1 川上 正男(音更) 母校閉鎖式に 〔短歌〕 C

9月20日 2 幕別互助組合/脱 退届けを撤回さすべく/河 西支庁が乗出す模様 B

9月24日 3 白人の鶴沼君/表 彰さる B

9月30日 3 吉田巌氏の閑居 A

10月7日 3 人名救助表彰/白 人の藤田氏 A

10月9日 2
幕別村 の土人互助組 合/脱 退 を認め る/支 庁の撤 回交 渉 に対 して/

白人部 落は断 固拒否
A

10月9日 2 国 峰 [編輯余録]〔白人の互助組合脱退について〕 B

10月21日 2 旧土人結婚難/女 は和人と結婚し/男 子には嫁がない B

10月25日 6

祝 本別 開村 開校 廿年 記念 式並 に役 場新 築移庁 式 〔「農事 功 労者」
に関す る説 明 に 「土 人保護 の任 に当 り」 とあ り。 翌 日付 に記事 の

続 き あ り〕

B

ll月12日 1 第二回毎日短歌紙上互選表 A

11月21日 2 旧土人の陳情/和 人一手の傾向がある/救 済工事の分配を要求 B

11月26日 2 土人の耕馬購買 A

12月15日 3
音更の意気/五 年禁酒同盟発会式/禁 酒村の大標塔/十 二日音更
校にて盛大に挙行/村 民七百名の示威運動

C

【1932(昭 和7)年 】

1月1日 3 〔吉田菊太郎年賀広告〕 A

1月7日 2
退嬰的気分を一新する/土 人保導政策/保 導委員を全廃して/方
面委員を新設す

B

1月10日 1 眞木 英輔 チ ヨマ トー沼 〔短歌 集〕 B

1月12日 2
更 生の途 を 目指 して/旧 土 人豚起 す/文 化 村 の建設 に突 進/救 護

地交 附 を請願
B

2月25日 3
ピ リカ メ ノコを/映 画 女優 に採 用/伝 明 氏が テス トす る/希 望者
は 本社 に 申込 め

B

2月25日 3 ウタリーの母/吉 田氏夫人/白 人部落に於て/空 前の葬儀 B

3月3日 3 許された/熊 祭り A

3月4日 3 熊祭り/六 日に催す A

3月10日 2 記念品を贈呈す 〔もと保導委員2名 に〕 A

3月10日 2
幕別 村矯 風会館 に於 て/十 勝 公友 会支 部総 会/総 会 の決議 によっ
て村 議候 補数 名 をi擁立/新 興 勢 力の台 頭注 目さる

C

3月10日 3 ウタリーのため/吉 田菊太郎氏の温情 B

3月24日 3 人名救助表彰 A

3月26日 1 エゾの止若支社例会句 A

3月29日 2 期日まで僅かに一一旬!/幕 別選挙界白熱化/三 十騎の形勢頗る混沌 C

3月29日 2
吉田菊太郎候補推薦か/公 友会支部総会/白 人の矯風会館に於て/
廿八日午後六時に開催

B

3月29日 2 国 峯 [編輯余録]〔吉田菊太郎の幕別村議立候補について〕 B

3月29日 2 救護法方面委員 B

3月30日 2
公友 会 の推挙 によって/吉 田氏 立候 補/攻 防両 戦 の陣 を固 め/一
路 当選 圏内 に猛進

B 写真1
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年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1932(昭 和7)年 】(続 き)

3月30日 3 救護法実施/方 面委員/九 名嘱託さる B

3月31日 1 〔吉田菊太郎推薦広告〕 B

4月2日 1 〔吉田菊太郎推薦広告〕 B

4月3日 1 〔吉田菊太郎推薦広告〕 B

4月3日 3 伏古互助組合/の 表彰式 A

4月7日 1 〔吉田菊太郎推薦広告〕 B

4月9日 2
当選 圏内 と見 らる ㌧候補/幕 別村 民 の総意如 何/有 権 者 の出足 も
よ い正 午 まで 七百票/開 票 は九 日午前 八時

C

4月12日 2 〔吉田菊太郎当選御礼広告〕 B

4月12日 3
同族 のた め/万 丈 の気 を吐 く/幕 別村 議 に当選 した/吉 田菊太 郎
さん の喜 び

B 写真1

4月14日 2 アイヌの人口/男 子七百四十三名/女 子六百九十五名 B

4月14日 2 [編輯余録]〔吉田菊太郎の村議当選について〕 B

4月16日 3 ニセ熊の胆を売り歩く A

5月7日 2 旧土人就学児童 〔池田町管内〕 B

5月20日 3 西川光二郎氏/近 日来帯 A

6月17日 2
人間 の力 のみ では世 界平 和 は望 まれぬ/寿 府 会 議の実 相 は腕 と腕
の争 ひで あ る/ホ ー リネス監 督 中田氏 談 C

7月6日 1 帯広町郷土誌(1)/町 教育研究会編纂 C

7月8日 1 帯広町郷土誌(2)/町 教育研究会編纂 C

7月9日 1 帯広町郷土誌(3)/町 教育研究会編纂 C

7月12日 1 帯広町郷土誌(5)/町 教育研究会編纂 C

7月15日 1 帯広町郷土誌(7)/町 教育研究会編纂 C

7月22日 3 伏古の凶作農民に救憧金 B

7月27日 2 旧土人児童に/学 資金給与 A

7月28日 1 帯広町郷土誌(17)/町 教育研究会編纂 C

9月2日 3 救護の手を/払 ひのける細民/町 社会係を手古摺らす B

10月8日 2 本 道 のアイ ヌ/一一・万 六千 人 B

10月12日 1 絹河 道子 コタ ンの秋 〔短 歌〕 B

11月12日 3 砂金の壺が埋蔵されてる噂/真 しやかに伝へらる 》/大 樹円田鱈のお伽話 B

11月29日 1 第四回十勝俳句大会特選集 A

12月1日 2 旧土人給与馬/七 頭を購買 A

12月3日 2 管内の旧土人に/自 力更生強調/凶 作にひしがれ悲鳴続出
璽

B

12月14日 2 白人校落成式/参 会者七百余名に上り/十 三日盛大に挙行さる B 写真1

12月17日 2 悪く向上する/旧土人の傾向/自立自営の精神なく/自作農は頗る少ない B

12月23日 3 ウタリーの父に/破 格の御沙汰/輝 く勲三等/光 栄のバチエラー博士 B
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小川正人 ・山田伸一一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1933(昭 和8)年 】

1月20日 3
帯広今 昔物語(2)/輝 く市制 を前 に/昼 尚暗き十勝 川 を/丸 木舟 で
遡る/草 分 けの晩成社 員 中僅 か に生残 る/渡 辺未 亡人 の思ひ 出話

C 写真2

1月23日, 3
帯広今 昔物語(5)/珍 説、鹿 の氷漬 け/角 の山 を築 く/酋 長 の娘 が
奏で る青春 ロマ ンス

C 写真1

1月25日 3
帯広今 昔物語(7)/開 拓戦線 に現れ た/勇 敢 な娘子 軍/帯 広最初 の
料理店 待合楼

C

2月9日 3
帯広今 昔物 語(17)/進 む文化 に/亡 び行 く十勝 アイ ヌ/伝 説 に織
りな す メ ノコの ロマ ンス

C

2月10日 3
帯広今 昔物 語(18)/祭 壇 に熊 を捧 げて/踊 り狂ふ 民族/今 は昔、
華か な り しアイ ヌ の熊祭 り

C

2月17日 3
帯広今 昔物 語(23)/拝 み 小屋 に/春 来 れば 芽 を吹 いて/晩 成舎 開
拓 当時の 生活状 態

C

2月19日 3
帯広今 昔物 語(25)/駅 馬 を見 て/驚 いて隠 れた アイ ヌ/今 な ほ各

地 に残 る蜆 塚
C

2月24日 2
年 々減 少す るアイ ヌの 人 口/昭 和 七年 末現 在 に於 て/帯 広 で は二

十三 名減 る
C

3月21日 2 伏古互助組合 B

3月25日 3
池 田互助 組合 と/旧 土 人の いがみ 合 ひ/地 先堤 防の使 用権 に絡 ん
で/醜 悪 を さ らけ 出す

C

4月9日 2 [編輯余禄]〔互助組合の問題について〕 C

4月9日 2 池田互助組合の大醜状/使 途不明なる保管金/革 正の声同族間に昂る C

4月26日 3 アイヌ少年の/犯 罪が特に多い/人 種的のひがみが原因 B

5月6日 2 アイヌの勝利/大 蔵省側の大譲歩/祖 先の土地が還る C

5月14日 1 田上 義也 帯広 都市 計画/一 ・考 察 B

5月20日 2 池田互助組合に/堤 防は貸付けぬ/旧 土人の主張遂に貫徹 C

5月20日 2 [毎日片々]〔池田互助組合問題に言及〕 B

6月13日 3 [ゴシップ]歓 迎九州人視察団 B

6月20日 輝く名誉旗は白人分団へ/幕 別村連合体育大会 B

6月21日 1 堀内 暁雲(伏古) 哀 しみ 〔短 歌〕 B

7月11日 1 [毎日俳句]日 傘(5) B

7月14日 1 [毎 日俳句]夏 の川(一) B

7月29日 4
〔ママ〕

日進校復活/実 情に適するアイヌ教育/部 落民も出現を望む B

7月29日 4 色丹島の/土 人を調査/道 庁社会課員一行出発/喜 多アイヌ主任語る C

8月23日 2 アイヌ地名の/改 称を断行/道 庁が調査に着手 C

9月14日 1 [毎 日俳 句]新 涼(二) B

9月16日 1 七曜 童子 依田氏の功績と/ア イヌ民族 C

9月16日 2 旧土人払下地 A

10月21日 2 [毎日片 々]〔 「ニセ の音 更村 長」 事件 につ いて〕 A

10月21日 3 呆れた音更村長/ア イヌを連れて無銭飲食行脚/瓜 二つのニセ者と判る C

11月11日 2 十勝愛奴研究 B

11月19日 1 絹河 道子 雑 唱 〔短 歌〕 B

11月25日 3 旧土人から/お 祝の餅米/伏 古保護者会へ B

12月7日 1 七曜 童子 十勝川開放に就て/附 、酒造法の改正問題 C
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1933(昭 和8)年 】(続 き)

12月8日 3 伏根酋長から/歳 末救済金 B

12月9日 3 滅びゆく/ア イヌ犬を保存/血 統登録規定を設け B

12月13日 2
札幌で開く/愛 奴研究会/全 国の各大学が聯合して/白 色か有色
かの医学研究 B

【1934(昭 和9)年 】

1月1日 2 〔年賀広告:幕 別村村会議員〕 B

1月10日 1 絹川 道子 迫 る山脈 〔短歌 〕 B

1月20日 2 アイヌが叫ぶ/保 護法撤廃/自 主経営を行はん B

1月20日 3 〔九州 人会 で 「沖縄 土人 踊」〕 B

2月17日 1 峠研究句会(二) B

2月24日 3 珍名づくめの/地 名一掃/史 蹟天然記念物調査会で愈々改正に着手する B

2月26日 2 [毎 日片 々]〔 喜 多章 明 の発言 に言 及〕 A

2月26日 3
アイ ヌ族 は/決 して 滅び な い/寧 ろ年 々三百 人宛 増加 、 と/道 庁
の喜多 氏が 発表 C

2月27日 2 [毎 日片 々]〔 喜 多章 明 の発表 につ いて〕 B

3月15日 2 伏古旧土人に/市 から百円交付/市 役所に出頭大喜び B

3月18日 1 貴族院で可決/ア イヌ法案/保 護地処分確定さる B

3月18日 1 [速記 室 よ り]〔 旭川 旧土 人保 護地 処分 法可決 につ いて〕 A

4月1日 1 伏古互助組合総会/伏 古会館で開く B

4月1日 2 伏古互助組合 A

4月3日 2 増加を見る/ア イヌ民族/昭 和八年度において/戸 数三戸人口廿七人 B

4月3日 7 生れる者より死亡の方が多い/帯 広旧土人の動態 B

4月8日 3 屈斜路古丹の/旧 土人も義掲/函 館大火に対し B

4月18日 2 旧土人を表彰 A

4月21日 5 内海つとむ 熊 の話/幼 き頃 の友rエ ベ リカム イ』 C

4月25日 5 星屋 郷雪 熊の話/殺 された愛馬 『東風』 C

5月2日 3 土人土地給付/解 決近し/道 庁当局の準備進む B

5月7日 2 本別に旧土人修養館建設 B

5月14日 保存される/カ ンカン古戦場/大 津の天然記念物 B

5月22日 8 〔ラジオ番組紹介〕講演/ア イヌ研究/北 大助教授岡田正夫 B

5月29日 4 澤村 栄七 白き花 〔短 歌〕 B

5月30日 7 [毎日片 々] A

6月2日 3 灘の酒よりも/ド ブロク/神 の恵みと考へたアイヌ達 B

6月3日 3 各種の文化施設/模 範部落を建設/近 文給与地管理に土人側の希望 C
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1934(昭 和9)年 】(続 き)

6月3日 7 メノコ芸者逆立ち/お 歴々筋は揃って青菜 に塩…/帯 広春競馬初日点描 C

6月10日 3 [池田便 り]〔町 役場 にて 「土 人買 収土地 の件 を協 議」〕 B

6月30日 3 アイヌは/滅 び行く/民 族に非ず/戸 口調査で立証 B

7月19日 2 管内旧土人戸数二七四戸 A

8月7日 4 [毎 日歌壇] B

8月19日 2 帯広でも白樺細工 A

8月27日 3 郷土芸術品の創作講習/九 月一日から公会堂で開く/種 目は風俗人形其他 C 釧路版

8月28日 7 塘路湖畔の/ベ カンベ祭/人 出一万人を算ふ B

9月5日 7 本社主催/帯 広方面委員座談会(3)〔吉田巌出席、発言あり〕 C

9月6日 7 本社主催/帯 広方面委員座談会(4)〔吉田巌出席、発言あり〕 C

9月6日 8
〔ラ ジオ番組 紹介〕 樺 太奥 地土 人 の風 俗/北 海 道帝 大嘱 託/農 学

博士 河野 広道 六 日後六 時半
B

9月7日 3 釧路アイヌ/遺 跡視察/祈 祷や歓喜の踊 B 釧路北見根室版

9月8日 4 梅本 染郎 同族 【ウ タ リー】 C

9月10日 1 陸別村/ア イヌの古城趾/史 跡に指定か B

9月ll日 4 葛西鬼子雄 十勝離子 〔詩〕 B

9月12日 1 土人保護法をめぐる/バ 博士舌禍/道 庁当局カン〉 に怒る B

9月16日 3 陸別の史蹟/具 体的調査を侯って/指 定運動を開始せん B 釧勝両国提携機
関釧路版

9月20日 1 角田 東耕 日高 よ り B

9月27日 3 角田 東耕 浦河より B 釧勝両国提携
機関釧路版

9月29日 1 角田 東耕 苫小牧にて B

10月3日 2 旧土人から/天 晴れ二名合格/十 勝の受検壮丁十三名 B

10月17日 7
太公 望御 用心 鮭 ・鱒の 捕獲 区域/十 四ケ所 を指 定/ウ ッカ リ竿 を

垂れ る と睨 まれ る/十 勝川今 が遡 上 の盛 り
B

10月21日 7 見事愛馬の復讐/上 音更の三勇士、アマッポで/巨 熊二頭を生捕り B

10月26日 7 古代アイヌの遺骨、武器発掘/北 大教授連、下頃部へ B

10月28日 2

〔ママ〕

音更日進の旧土人学校活用/文 化機関に充当 A

10月28日 7 [ゴシ ップ]〔 十 勝川 にお け る密漁 につ いて〕 B

10月30日 4 野原 水嶺 熊 の うた 〔短歌〕 B

11月10日 2 伏古日新校の/校 舎敷地を特売/互 助組合の共有財産へ B

11月11日 1 新庁令に/土 人が反対/希 望無視の専断規則 C

ll月22日 1 陸別より B

ll月27日 5 縁は異なもの/映 画の監督さんが/ア イヌ美人と結婚 B

11月28日 4 萩原 実 十勝の郷土史について(三) C

12月9日 2 伏古互助組合/小 作契約/十 日に行ふ A

12月23日 3 民族協和を/壇 上に叫ぶアイヌ/川 村青年本社を訪問 C 写真1
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年 月 日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1935(昭 和10)年 】

1月1日 8 文占山生 場所時代の/ア イヌの正月 C

1月10日 2 旧土人保護法/改 正案提出 A

1月ll日 3 十勝国名の発祥と/日 勝沿道の地名 B

1月12日 3 自滅から救ふ/ア イヌ保護法/漁 業や手工業へ…/導 くやう改正 B

1月13日 3 土人保護に/温 い手 B

1月16日 3 広尾村名の発祥と/日 勝沿道の地名(三) B

1月18日 3 広尾村名の発祥と/日 勝沿道の地名(四) B

1月20日 3 広尾村名の発祥と/日 勝沿道の地名(五) B

2月6日 4 渡辺 金樹 飛躍と地方文壇 C

2月19日 4 角田 東耕 十勝 文化 史 の一・頁 か ら(三)/十 勝 アイ ヌの/風 雅 な流行 唄 C

2月20日 4 角田 東耕 十勝文化史の一頁から(四)/物 語に織込れた/ユ カラと長詩 C

2月23日 4 角田 東耕 十勝文化史の一・頁から(五)/苦 難踏査の松浦翁の歌 C

3月15日 7 十勝川の岸辺に/福 寿草綻ぶ B

3月17日 2 伏古互助組合/定 期総会 B

3月23日 4 渡辺 金樹 熊(一)〔 小説〕 C

3月24日 4 渡辺 金樹 熊(二)〔 小説〕 C

3月26日 4 渡辺 金樹 熊(三)〔 小説〕 C

3月27日 4 渡辺 金樹 熊(四)〔 小説〕 C

4月6日 2 優良互助組合視察/伏 古組員の三氏出発 B

4月17日 4 吉田 正義 アイ ヌ文学 「熊」 と/啄 木 に就 て二 三 C

4月19日 3 史蹟と地名を/保 存せよ/茂 岩支局 C

4月21日 3 管内旧土人現況/戸 数三〇一人ロー二四三/生 活は漸次向上す B

5月10日 4 [毎日歌壇]一 B

5月12日 7 アイヌ犬保存/け ふから札幌で展覧会 B

5月13日 3
「ユ ー カ ラ」研 究 で/一 躍 学界 の寵 児/池 田町出 身の久 保寺 氏/

近 くレコー ド、映 画、 述作 を発 表 C

5月30日 3
ピ元帥 の言卜報 に/悲 嘆の盲 目メ ノコ/元 帥実 弟 との間 に三 人の子/

頼 らん 人 も今は亡 し C

6月1日 2 太 田 生
殉難碑 に一一同弔意/日 勝 アイヌ の古戦 場、 今 いつ こ/日 高視 察団
に加 わ って(二) C

6月14日 3
「亡 び ゆ く愛奴 」 に/大 き く×/百 三 十年 間 を調査 して/北

大遠 藤助 手が発 表
C

6月25日 7
旧土人の所有地 に/先 有権争ひ起る/幕 別村役場 も業務上失態か?/

借地人か ら確認訴訟 C

6月28日 7
帯広今 昔物 語/晩 成 社時 代/教 育 は総 て寺 小屋 式/廿 七古 老 に昔
を訊ね る座 談会(一) C

6月29日 7
帯広今 昔物 語/涙 の開拓 日誌/薯 の長 さ実 に一 尺/古 老 に昔 を訊
ね る座 談会(二) C

6月30日 7
帯広今昔物語/十 勝分監異聞/猛 獣の如き兇徒/古 老に昔を訊ね
る座談会(三) C

7月1日 3
帯広今昔物語/草 分商舗列伝/官 金は挙銃で護送/古 老に昔を訊
ねる座談会(四) C

7月3日 7
帯広今昔物語/濡 鼠の郵便脚夫/独 木舟に米四十俵/古 老に昔を
訊ねる座談会(五) C
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1935(昭 和10)年 】(続 き)

7月4日 7
帯 広今 昔物 語/元 老 の菊五 郎/洪 水 に莫 蓮女 悲鳴/古 老 に昔 を訊

ね る座 談会(六)
C

7月5日 7
帯広今昔物語/石 油罐文明/新 聞界の幾変遷/古 老に昔を訊ねる
座談会(七)

C

7月7日 3 文字なき民族/ア イヌを録音/近 く全道的に撮影 C

7月9日 2 京大国史研究の/一・行近く来道/ア イヌ民族研究が中心 C

7月9日 7 [毎 日片 々]〔 京都大 学 によ るアイ ヌ調 査 に言及〕 A

7月11日 4 江口 漢 七月文芸総評/迫 進力のない/『ほっちゃれ魚族』/(下) C

7月13日 4 蒼宥十勝支社/七 月集 〔短歌〕 B

7月14日 3
逆襲不 平 の連発 に/道 庁 タ ジー/旧 土人保 護施 設改 善協 議会 席
上/イ ンテ リ旧土人 敦 園 く

C

7月14日 3 アイヌ工芸展/今 秋札幌で A

7月23日 3 十勝管 内 の/旧 土 人現況 調べ/戸 数二 九七、 人 ロー・一 一・三 B

7月25日 3
十勝 の町 村史 と景勝/沃 野 に抱擁 され/躍 進す る幕別/挙 村一 致
の実 績顕著

C 写真3

8月7日 2 日高アイヌ/伏 古視察 B

8月9日 7
コス クな った/近 文 の アイ ヌ/ア ツ シ姿 を所望 すれば 「金 」/視

察 団耳卯か 顔 まけ
B

8月13日 3 アイ ヌ の歌 を/レ コー ドに/金 田一博 士愈 よ来 道 B

8月14日 2 狭間社会局部長の日程 A

8月21日 4 野原 水嶺 十勝 風土 記/筆 の道 草(一 ・) C

8月22日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(2) C

8月23日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(3) C

8月25日 3 アイヌ歌録音の旅/金 田一博士愈よ本道へ B

8月25日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(4) C

8月27日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(5) C

8月28日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(6) C

8月30日 7
旧土人救 療所 を/急 設 され た い/け ふ池 田、 本別 の 旧土 人代 表か

ら/大 森 内務 次官 に陳 情
C

8月31日 4 近藤 伸 〔小説〕 キ リ子 の話(二) C

8月31日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(9) C

9月8日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(11) C

9月10日 4 新里 白峯 秋 近 し 〔詩〕 B

9月10日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(12) C

9月13日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(15) C

9月14日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(16) C

9月15日 4 野原 水嶺 十勝風土記/筆 の道草(17) C

9月19日 7 本道アイヌ手工芸品展/札 幌市で開く B

9月24日 3 十勝からは/只 一人/ア イヌ工芸展出品者 A

9月30日 電灯を消され/近 文アイヌ狼狽/市 役所に談じ込む B
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帯広百年記念館紀要 第19号2001

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1935(昭 和10)年 】(続 き)

10月2日 4 前田 金治
般心 の碑"読 後 感/吉 田巌翁 の近 著( 一)

C

10月3日 前田 金治
奴心 の碑"読 後 感/吉 田巌 翁 の近著(

二) C

10月13日 3 保護から増殖へ/ア イヌ犬浮ぶ B

10月25日 3
床 しアイヌ の情調 を電 波 に/「 坊 やね んね」 と旭 川 か ら放 送/日

本放 送協 会 苦心 のプ ロ/子 守唄 集 に編 入 B

10月27日 3 アイヌの風俗と/遺 跡を指定保護 B

ll月12日 3 アイヌ犬も記念物に/保 存会で申請 B

11月13日 3 [軽軌道]〔 アイ ヌ犬 保 存 につ いて〕 B

11月19日 2 アイヌ犬保存規程 B

ll月22日 7 アイヌ犬珍重時代/二 百円儲けてボク〉 する/市 内の橋本さん B

11月23日 3 アイヌ犬保存協会/各 市、支庁に設立? B

12月6日 3
アイ ヌの名 称廃 止/代 りに適 当な/呼 方 は ないか/先 住 民族 の 上
に/内 務省 の優 しい思 ひや り C

12月8日 7 新皇子殿下いよいよお健やかに一御出度御命名御儀 C
写真1「 北海道の奥地から

アイヌ族夫婦
の奉祝二重橋前」

12月15日 2 伏古互助組合/小 作契約厳重 C

12月20日 2 旧土人改正保護法/来 議会提出 B

【1936(昭 和11)年 】

1月1日 13 [俳句] B

2月15日 3 アイヌ語の/地 名を整理改称/道 庁が積極的に乗出 B

2月16日 3 「アイヌ踊」見物/絶 対お断り/札 鉄へ白老部落から B

2月22日 3 電化あまねき/蝦 夷ケ島/あ ますは僅かに廿五ケ村のみ B

3月12日 3 アイヌ保護法/改 正案提出/通 常議会と決定 A

3月13日 7
明 日の糧 もな い/飢 餓線 上 のウ タ リー/万 策 尽 きて共 有財 産支 消
方 を/十 勝 支庁 長 に嘆願

C

3月14日 3 本道ご自慢の/珍 駅名/大 演習前に全部改正 B

3月27日 2 伏古互助組合/第 一回役員会 B

3月30日 2
早くも候補濫立/戦 機熟す幕別村議選/定 員廿四を目指す三十有
余騎/選 挙費用は百円以内

C

3月30日 3 白人矯風会/表 彰さる/シ ャモを凌ぐ/納 税観念 B

4月3日 2 戸数が増加して/人 口は現象する/十 勝管内旧土人の動態 B

4月5日 3
強 くな る方面 事業/委 員 の資格 も/従 来 よ り厳 格化/市 長、 支庁

長 を支部 長 と し/一 日か ら全道 聯盟新 設
C

4月7日 2 幕別村議選挙/八 日施行 ・開票九日 A

4月7日 7
ウタ リー を救 へ/代 表 か ら悲壮 の 陳情/窮 状 は判 るが/悪 弊 助長

が 心配/現 在 共有 財産 は約 一万 円/支 庁 の細 田課 長語 る
C

4月10日 2 幕別村議選挙/九 日開票結果 B

4月19日 3 半田 芳男
ヤ マベ の話(六)/「 白馬 は馬 に非ず」/と いふの類!/ア イ ヌ に も

笑 はれか ねぬ謬 説
C

4月26日 3
今 か らで も遅 くな い/帯 広 市 の字 名/番 地 を改称/明 年一 月 中旬
を期 して …/近 く道 庁で 打合せ

B
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1936(昭 和11)年 】(続 き)

5月5日 7 一応内情を/調 べる/ウ タリーの窮境に対し/道 庁喜多氏談 A

5月6日 7 旧土人保護法/愈 よ改訂/給 与地売買を認める/今 冬の通常議会に提案 C

5月7日 3
名あ って実 な き/互 助組 合 の現 状/ウ タ リー向上 に一 抹 の暗影/
支 庁 当局 も憂慮 C

5月12日 3 天然記念物に/ア イヌ犬指定 B

5月12日 7
幕別 の白人 部落 は/見 世物 で はあ りませ ん/内 地視 察 団の 非常識
振 りに/ウ タ リー 代表 吉 田 さん憤慨 C

5月14日 2
〔ママ〕

伏古旧土人/互 助組合共地貸付決定 A

5月15日 4 中間 正人 旧土人を憶ふ(上) C 学芸面

5月16日 4 中間 正人 旧土人を憶ふ(下) C 学芸面

5月22日 8 〔広告:平 書堂 書店 〕 B

6月2日 3 地方に適した/副 読本制定の要望起る/「東北読本」の刺戟 C

6月3日 2 旧土人給与土地/約 二千町歩/保 護法制定以来廿八年間 B

6月9日 2 吾等 の長 官 を迎ふ/第1日 目/晴 れ やか に初 の十勝 入 り/新 田工

場、 ウ タ リー 部落 視察/帯 広 神 社 々頭 に額 く C 写真3

6月9日 2 新長官に/此 の情/白 人部落民/一 同感謝 B

6月10日 3 古 地図 の場 合/盾 けなや 北海道/樺 太や勘察加 と一固 ま りの憂欝/
パ リの古本屋 か ら現れ た珍 品/三 百 廿年前 と推定 C

6月13日 3
四十 年前 の 日食/不 安 と恐 怖 に/狂 ひ嘆 く/「 お 天道 様 が ご病気
ぢゃ」 と/ア イ ヌ部落 の思 出話 B

6月13日 3 函館港祭にアイヌ絵画展 B

6月14日 2 天覧十勝物産品/選 定打合会 B

6月17日 3 天覧に供する/十 勝物産/十 勝支庁で選定打合せ B

6月18日 4 吉田 巌 日食 とアイ ヌ(上) C 学芸面

6月21日
島 醒 矯 鞍 轡 して低からず/目立って悪いは教育/市 内現 C

6月21日 7
屡禦 謙 俣巌 叢弩古老の祈り/「悪魔1こ喰はれゆく日の神様」 C

6月25日 3
癩 載 雫樵 鶉 纏 汎に亘り決定/教育計画第二年次へ/高 C

6月28日 3
篶 堪 勘 巖 講 鷲叢 号」/堺 こ頒布する欧文年刊 C

6月28日 3 第二回アイヌ/工 芸展を開催
A

7月2日 2 アイヌ工芸品/展 覧会(札 幌市/丸 井で)/十 勝の出品を勧奨
B

7月8日 3 拓け行く郷土十勝/先 人の偉業を負ふて闘ふ/模 範村幕別の巻
C 写真4

7月12日 4 野原 豊吉(伏古) 仏 法僧 に/絡 はる悲 しいアイ ヌ の伝 説/化 け鳥 ・フチ トッ トー C 学芸面

7月14日 2 旧土人/健 康衛生診断/主 として伏古土人部落
立 、

B

7月16日 7 景撒 講 チ櫻 騰誠響塘 裡 祷灘 の天才児/ C 写真1

7月17日 7 伏古旧土人の/健 康状態/概 して芳しからず B

8月2日 3 方面事業の/都 市偏重/明 年度から清算
C

8月20日 7
醐 阜鱒 撰 麟 鍵 穫礒 帯!/昨 日東京観光団の升 C

8月21日 3
慰 際 號 聾 甫雇イヌの手工芸/来 る二+六 日から札幌今井 C

8月28日 3 侍従御差遣箇所近く発表 A
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年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1936(昭 和11)年 】(続 き)

9月1日 7
納 税美 談/ウ タ リー に/美 しい義務 観念/病 躯 を推 し納期 に市 役
所 へ/伏 古 の板 垣 ゆき さん

C

9月2日 3
植 民地 民族 に/禁 酒 法 を適用 せ よ/ア イヌ、 朝鮮 、南 洋 の諸代 表
が/悲 痛 な叫び を挙 ぐ

C

9月4日 7 銀座通りに/ア イヌ小屋が建つ/熊 彫り少年のため提供 B

9月5日 4
〔ラジ オ番 組案 内〕 浬 謡(後 八、 ○ ○、 旭川 よ り)/追 分 節 と/

アイ ヌ古謡/解 説/佐 々木長 左衛 門
B 学芸面

9月14日 3 勅使御差遣の御日程/帯 広 ・十勝は五ヶ所 B

9月22日 3 アイヌの生活や/風 俗を映画に記録/ボ ス トン博物館から依頼 C

9月25日 3 輝く単独拝謁者/管 内六功労者を内定〔内定者中に吉田巌の名あり〕 B 市図

9月29日 7
秋稔 る十 勝野 に/お 》今ぞ ・光 栄 の御 幸/一 一瞬 ・天 地 に爆発 せ ん

ず感 激 に/廿 万 の民草 緊張 一色
D

9月30日 1 奉迎 〔昭和天皇十勝行幸〕 D

10月1日 3 吉田菊太郎(談話)
太 古 の姿捨 て ＼/浴 す や 聖代 の光/御 遣 御差 遣/の 栄 誉 を拝 して

感 激す る/白 人 アイ ヌ部 落
C 写真1

10月17日 7 札幌の丸井からアッシ大量注文/市 役所で斡旋に大乗気 B

10月21日 7 郷土講演会を/十 勝会館に開く/帯 広市始めての催し B

10月23日 2 旧土人保護法/改 正の基礎調査/内 務省山崎社会部長来帯 B

10月24日 7 吉田巌氏/か ら廿円 〔市社会事業費寄附〕 A

10月28日 ,2 内務省山崎社会局長来帯/白 人伏古視察 A

10月31日 4 梅木 染郎 若 き ウ タ リー/「 ラヂ オ ・ ドラ マ 」 風 に(一 ・)
C 学芸面

11月1日 4 梅木 染郎 若 きウタ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ」 風 に(二)
C 学芸面

ll月3日 4 梅木 染郎 若 きウ タ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ 」風 に(三)
C 学芸面

ll月5日 3

一一国家 一民族 の大 理想 へ/ア イ ヌ保 護法/改 正 の機i運に到達 す/

根 幹 は土地所 有権 緩和
C

11月5日 4 梅木 染郎 若 き ウタ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ」 風 に(四)
C 学芸面

11月5日 4 高橋 真 郷土に就いて/伏 古酋長伏根氏に捧ぐ
C 学芸面

11月6日 4 梅木 染郎 若 き ウタ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ」 風 に(五)
C 学芸面

11月7日 4 梅木 染郎 若 き ウタ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ」 風 に(六)
C 学芸面

11月7日 7 明晩十勝会館で/吉 田巌氏の講演/先 住民族の習性に就て
B

11月8日 3
所在 も判 らぬ/チ ヨマ トー古戦 場/せ めて標柱位は立 て 》欲 しい/
名 も 「神様の沼 〔カムイ ト〕」 と改称/ウ タ リーの願 ひ

C

11月9日 3
シユ プサ ラ砦 に/行 幸 記 念 の保 護施 設/西 士 狩 に残 るアイ ヌ の古

戦場趾/部 落 民の奉 仕で 完成
C

ll月9日 3 吉田巌氏の/講 演会/真 剣な研究発表
B

11月10日 4 吉田 巌 北海道先住民族に就て(一)
C 学芸面

11月10日 4 梅木 染郎 若 き ウタ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ」 風 に(七)
C 学芸面

ll月11日 3
現 状不 認識 の専 横/同 族 保護 法改 正危 し/吉 田氏二万 の訴 へ を綴
って 陳情/更 に第 二段策 に前進

C

11月11日 4 梅本 染郎 若 きウ タ リー/「 ラヂ オ ・ドラマ」風 に(完)
C 学芸面

11月11日 4 吉田 巌 北海道先住民族に就て(二)
C

市図
学芸面

11月12日 4 吉田 巌 北海道先住民族に就て(三)
C 学芸面

11月13日 3 北海道博物館の/設 立機運熟す/長 官の決裁を経て実現
C
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1936(昭 和11)年 】(続 き)

11月13日 4 吉田 巌 北海道先住民族に就て(四) C 学芸面

11月14日 4 吉田 巌 北海道先住民族に就て(五) C 学芸面

11月15日 4 吉田 巌 北海道先住民族に就て(完) C 学芸面

11月17日 2
負 債 の重圧 下か ら/立 上 る 旧土人/本 別 、池 田の居住 者 を打 って
一丸/整 理 組合 設立 運動 起 る B

ll月28日 7 ピリカ粉石鹸/愛 用者優待映画/今 明両晩美満寿館で B

11月29日 4 高橋 真 十勝アイヌの古事の断片(上) C 学芸面

12月1日 4 高橋 真 十勝アイヌの古事の断片(下) C 学芸面

12月5日 3
旧土人 を欺 いて/所 有 地 を掠奪/非 合法 行為 に 当局 も手 を焼 く/
保 護法 改正 で絶滅 希望 C

12月9日 7 チヨマ トーの/史 蹟保存/け ふ沼畔で標杭除幕式 B

12月10日 7 チ ヨマ トー に史蹟 標 B 写真1

12月12日 4 萩原 正勝 ミ レイ の死 C 学芸面

12月16日 4 中田 吉雄 アイヌ文学に就て/萩 原君の 「ミレイ」を中心に C 学芸面

12月19日 3
旧土 人保護 法 改正 の暁/果 して アイ ヌに/春 は巡 り来 るか/こ の
矛盾/忽 ち消 え行 く所有 地 の悲 しみ/「 購 しき窮 乏」 襲来 C

12月22日 2 [論説]過 ったアイ ヌ救 済策 C

12月24日 2
十勝教育会で/十 勝教育史を編纂/愛 奴の教育法から/寺 小屋式
教育法も取入れる B

12月24日 7
元 旦放 送 リレー に/ア イ ヌ語 で祝辞/梅 村 さん も得意 の素謡 を 一
席/帯 広 か ら順 々 に南 下 B

12月27日 3
皇太后宮御下賜品/拝 受の光栄/輝 く社会事業功労/名 利を求め
ず、老躯を献げ尽す/吉 田翁に重なる感激 B 写真1

12月29日 2 保護法の改正/ア イヌ代表が/上 京して陳情 A

【1937(昭 和12)年 】

1月1日 12 丑iの春 を寿 ほ ぐ/賑 か な放 送陣/年 賀 リ レー に全 四十局 中 の トッ
フ を切 るOG C 写真1

1月1日 19 吉田 巌(談) 運用を一歩誤ればウタリーは滅ぶ/旧 土人保護法の改正を中心に C 写真2

1月10日 2 岡部社会課長/十 五日帯広へ A

1月10日 2 白人部落に/畜 牛奨励/乳 牛無償交付方を申請 A

1月10日 4 古野 常 古郷の歌 〔詩〕 B

1月20日 4 片 田 一一 「コシ ャマイ ン記」 読後 感
C 学芸面

2月6日 7 旧土人が/内 地視察 A

2月18日 3 恵まれぬ旧土人/政 変の波に押流されて/来 議会まで延期? C

2月26日 7 郷土みやげ品の/技 術向上を図る/来 月啓北校で講習会 B

3月7日 7 伏古の旧土人に/改 正保護法説明/万 全を期する市当局 B

3月9日 2 幕別村公職者の/弁 償報酬条例改正/吉 田村議から提案 C

3月9日 7 旧土人代表が/お 伊勢詣り
B

3月12日 2 旧土人保護/改 正法通過 B

3月13日 3 旧土人小学校/漸 次廃止/先 づ荷負校決定 B

3月13日 7 宿望 実 を結 んで/ウ タ リー の歓び/吉 田代表 ら祝賀 座談会 に臨 み/

明治 神宮 にお礼詣 り/旧 土 人保 護法/改 正 案成立 の 日 C 写真1
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年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1937(昭 和12)年 】(続 き)

3月20日 7
貴重な資料蒐集/彩 管に托して/原 始民族研究に精進/池 田高女
生徒/出 村君子さん C

3月21日 2 依然減少の/一 途を辿る旧土人/十 勝に現在千二百十四人 B

3月21日 3 ウタリー代表の視察状況/東 京にて吉田菊太郎 C

3月27日 2 伏古互助組合/定 期総会 A

3月27日 7
同族 自滅論 の如 き/認 識 不足 も甚 だ し/改 正 され た 旧土人 保護 法
を讃 えて/先 覚 、吉 田菊 太郎 氏談

C 写真1

3月28日 3 宮城を遥拝し/君 恩に感激/吉 田菊太郎氏/帰 郷して語る C

3月30日 2 チヨマトー付近に記念植樹 A

3月31日 2 管内旧土人の/公 課負担額/五 円以上が百戸 B

4月4日 2 芽室太互助組合定期総会 B

4月18日 3 花のお江戸もその昔/ア イヌが棲んだ所/地 名に残るアイヌ語 C

5月1日 4 古磯太刀雄 [詩]セ カチ の声 B 学芸面

5月6日 2
旧土人給与地の/所 有権登記激増/改 正法施行を前に注目すべき
事象/市 内三分の二まで手続完了 C

5月8日 3 新法を生かすため/旧 土人に講習/先 づ近文部落から…… B

5月10日 2 旧土人の/共 同作業所/芽 室村に設置 B

5月13日 3
十勝文 化 開拓史 の一 頁/十 勝 一 円の覇 者/酋 長 般シギ シ レ"の 篤
行/時 の札 幌県 令感 激 の謝状/遺 児 山川老 の宝物 中 に発見

C 写真1

5月15日 5 天然の大庭園/本 別山渓 〔名所案内記事、「伝説」に言及〕 C

5月16日 3
芽室 の登 山案 内倶楽 部/愈 よ今年 も店 開 き/山 女 釣、 登 山、ハ イ
ク/何 ん で も御 ざれ の案 内陣

C

5月18日 3 アイヌ犬保護/近 く仮指定か A

5月22日 4 天然記念物に/ア イヌ犬の指定運動 B

5月22日 7
給与地を続り/慾 の峠に迷ふ旧土人/改 正保護法が生んだ同族悲

シヤモ

喜相/和 人頻 りに爪 を磨 く
C

5月24日 3 アイヌ工芸品展に出品/高 橋真君が A

5月25日 7 黄金道路を/史 蹟記念物に指定/近 藤重蔵の苦心酬ひらる B

5月28日 3 旧土人標準家屋設計図作成 A

5月30日 アイヌのお産/無 料奉仕/保 護法改正で/助 産所を設置 B

5月30日 3 登別温泉にアイヌの家/内 地遊覧客に/コ タンの生活を B

6月2日 2 改正保護法/座 談会/け ふ白人部落で B

6月10日 2 十勝旧土人の/戸 口動態/十 六部落、九百九十二名 B

6月10日 3 旧土人に/理 想的な家屋/八 割を補助 B

6月13日 4
アイ ヌ の/お 父 さん と慕 は れた/永 久 保春 湖氏 の碑 建つ/部 落 民

が徳 をした って
B 毎日コドモ新聞

6月17日 3
敗シ ャマ ニ"か 般サマ ニ"か/駅 名決 定 に論議 が起 る

B

6月18日 7 病む老メノコに/純 情 ・若者の情け/幕 別村に咲いた佳話 B

6月23日 4 十勝のアイヌコタンに/道 庁の保護で/立 派な家が立ちます C 図版1毎 日
コ ドモ新聞

6月27日 3 旧土人の/衛 生研究/学 術振興会 B

6月27日 4 トナカイ 四頭 が/小 樽 へや って来 た 〔「オ タス の杜」 か ら〕 C 写真1毎 日
コ ドモ新聞

6月29日 2 石黒長官十勝視察 〔写真2点 、うち1点 「白人土 人部落 に於ける一行〕 C 写真2

6月29日 2 白人土人部落の/健 康状態を質す/石 黒長官の視察了る C
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小川正人 ・山田伸一 十勝毎 日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録 と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1937(昭 和12)年 】(続 き)

6月29日 7 [ゴシ ップ]〔 石黒 道庁 長 官 の白人 コタ ン視察 につ いて〕 B

7月2日 2 旧土人住宅改善/各 地の新築決定戸数 B

7月3日 7 十勝アイヌの/医 学的調査/北 大有馬博士一行来勝 B

7月6日 7 八十年振りで/松浦武四郎翁の/貴 い史蹟を発見/清 水町史を飾る一頁 C 写 真1

7月7日 4
北 海道 の珍 しい動物 を/天 然記 念物 にす る ため/文 部 省か ら生物
学 の/鏑 木 博士 が調 査 に来 ま した

C

7月7日 7 アイヌ児童/健 康調査/検 診治療日割 B

7月ll日 2 十勝アイヌの/医 学調査/権 威打連れて帯広へ B

7月15日 7 亡びゆく民族を診療/学術研究会の豪華調査陣来帯/けふは毛根の六十名 C 写真1

7月24日 4
北見地方で大 昔人が使 った/ク ジラの骨で作 った/鍬 や、 かめや/

鹿 の角 を掘 出す
C 写真1

8月5日 4 岡崎 茂治 サロマ湖畔の/先 住民族穴居跡(下) C 学芸面

8月8日 7
血書 の従軍 志願/"皇 恩 に浴 し便 々銃後 に耐 え難 し"/伏 古 の アイ

ヌ青 年か ら
C

8月12日 3 永井医博一行/旧 土人医学調査 A

8月14日 4 仔熊連れの母熊を/ア イヌ格闘して殺す B 写真1

8月17日 2 旧土人指導者/養 成講習 B

9月7日 4
旭川 のウタ リが/熊 の木彫 をマ スコ ッ トに/支 那駐屯軍 司令官の/
香月将軍 へ送る

C 写真1

9月8日 7
旧土 人 の給与 地 に/シ ャモ の魔手!/沃 野 イカ ン別(幕 別)危 ふ
し/崇 る改正 法

C

9月13日 3 白人部落民から慰問金 B

9月16日 4 高橋 隆雄 私 の仲秋 日記 よ り(1)〔 短 歌〕 B 学芸面

9月19日 7 ウタリーの赤誠/愛 馬が国のお役に立った喜び/池 田町役場に十円寄託 B

9月27日 4 疋島 国鷹 [第二回帯広研究会作品集/短 歌]コ タン雀 B

10月2日 2 古磯太刀雄 チ ヨマ トー古 戦場 ニテ 〔詩〕 B

10月2日 2 旧土人住宅/改 善補助/池 田町に指令 B

10月16日 7
アイヌ伝 来 の/家 宝 ・母校 に贈 る/白 人 部落 の長谷 川敬 造君/垂

誕 の珍 品揃 ひ
B

11月5日 3
[新刊紹 介]北 海 道倶 楽部(十 一 月号)〔 越崎 宗一一「美 術界 のア

イ ヌ絵」 掲載 〕
B

ll月7日 7 銃後の熱援に/只 々感謝/幕 別出身のウタリー/山 川君から陣中便り C

11月12日 7
刻 々失 はれ ゆ く/旧 土 人 の給与 地/一 パ イ の焼 酎 で無智 の ウタ リ
ー を/欺 す 土地 師が横 行 C

ll月17日 3 某人 [天狗 面]十 勝 ウタ リー興 隆 のた めに C

11月18日 7
帯 広 の字名 地番/十 二 月 か ら改 称/消 える"オ ベ リベ リ"や"石

狩 通 り"/今 後 は判 り易 くな る
C

ll月21日 5
[ラジオ番組紹介]子 供 の時間(童 話劇)/ト カプチユプカムイ異変/

(千葉小太郎作)/帯 広市柏小学校話方研究会
B

ll月25日 2 旧土人保護事務主任会議 B

12月1日 7 旧土人住宅を/木 造壁塗/先 づ七戸選定 B

12月7日 7 銃後に示す/同 族愛/幕 別村の朗話 B

12月14日 2 芽室太互助組合/共 同作業場落成 B

12月30日 3 ウタリー青年/高 橋君実習場へ/見 事入所試験にパス C

12月31日 3 白人事件/愈 々明るみへ B
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年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1938(昭 和13)年 】

1月19日 7 ウタリーよ/国 と給与地を守れ/白 人の吉田村議叫ぶ B

1月24日 2 角 田東耕 氏 の/"薬 用植 物"第 一・輯 B

2月1日 7
ウタ リー を滅 ぼす/改 正 旧土 人保護 法/喰 ひ 物 にされ る同族 にも

罪 あ り/嘆 く白人の 吉 田村 議
C

2月3日 2 [編集 余滴]〔 伏 根弘 三 の死去 につ いて〕 A

2月3日 7 ウタリーの父/伏 根弘三翁逝く/伏 古酋長の晩年寂し B 写真1

2月8日 7 ウタリーの妻に/燃 ゆる愛国心あり/池 田町当局の救済辞退 C

2月10日 7 帯広開拓の父/愈よ建設される/依田勉三翁の銅像/中 島武市氏が独力で C

2月14日 3 名馬の死に/懇 ろな葬儀執行/白 人、吉田氏の愛馬朝日号 B

2月19日 2 牝馬改良組合/白 人に誕生/組 合長は吉田菊太郎氏 B

3月21日 3
戦 友 の告別 式 に/熱 涙 に咽ぶ/ウ タ リー山川 一等 兵か ら/早 乙女

氏 へ の陣 中便
C

3月28日 3
同族教化のため/敬 神観念を強調/上 士幌報恩部落会/先 覚者浅
山君の努力

C 写真1

4月6日 7

病 躯、 苦心 の編 纂/ア イ ヌ語 辞典/近 く世 に出 でん/心 血 を濃 ぐ
吉 田巌 氏/会 話 も取 り入 れ/聚 落 別 に分類/出 版 業者 か らの交 渉

を斥 けて/私 費 を投 じて 上梓

C

4月7日 4 東北海道俳句大会特選結果 A

4月9日 4 ヒゲの全国大会/朝 鮮ヒゲ/ア イヌヒゲ/も 飛入り B 写真1
コ ドモ新 聞

4月9日 4 東北海道俳句大会特選結果 A

4月21日 2 ウタリー納税組合を結成/池 田町別保に B

4月24日 7 ウタリー農家に/農 具種子の心配/幕 別村で万全を期す B

5月8日 2 旧土人住宅改善 A

5月12日 3 幕別、カムイ フシネ [天狗面]ア イヌと給与地 B

6月9日 7 [ゴシ ップ]〔 「北海 道 の ロー カル を熊 とアイ ヌに…」 の書 き出 し〕 B

6月10日 7 商工奨励館内に/先 住民族の遺物を陳列/郷 土研究会員その他が奔走中 B

6月12日 4

〔ママ〕

盛大 に行はれたアイヌ鯨祭/半 世紀前をそのま ンに/恐 らおこれが最後か C

6月15日 7 先住民族の遺物/続 々と集まる/奨 励館を彩る郷土色 B

6月25日 3 [新刊紹介]北 海道倶楽部/六 月号 〔「アイヌ語辞典完成」の記事掲載〕 B

7月1日 3
北支 戦線 に活 躍 中の/ウ タ リー 山川 君か ら/部 落 へ寄せ た奮 戦記
(幕別 出身)

C

7月13日 4 森本 三郎 ハイキングスケッチ/シ ユプサラの砦 C

7月14日 4 葛西鬼子雄 砦シユプサラ C

7月17日 2 白人矯風会で/生 活改善の協議/嬉 しいウタリーの自覚 B

7月23日 2 音更の旧土人/住 宅を改築 A

8月31日 2 旧土人生活の/内 容調査/高 倉司書官来帯 A

9月8日 2 幕別のウタリー青年/時 局下に団結/祖 国愛に燃えて起つ B

9月14日 2 アイヌの建築智識は優秀/鷹 部屋北大教授調査研究 B

9月21日 7
ウタリー

亡びゆく民族に/時 局の目ざめ/幕 別に銃後佳話三篇 B

9月28日 7
亡 び ゆ く民 族 に/秋 は徒 に寒 し/給 与地 は 人手 に冬 の用意 な く/
幕 別 の先覚 者 の嘆 き

C

10月4日 7
先 人 の開拓 苦心/次 代 の郷 土 背負 ふ第二 世連 に感 銘/"古 き帯広
を語 る"座 談会

C 写真1
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小川正人 ・山田伸一・ 十勝毎 日新聞(1920-1939年)掲 載アイヌ関係記事:目 録 と紹介(1)

年月日 面 執 筆 者 見 出 し 量 備 考

【1938(昭 和13)年 】(続 き)

10月5日 7 古き帯広を語る(一)/先 づ郷土に感謝/帯 広ッ児第二世の希ひ C

10月6日 7
古 き帯広 を語 る(二)/田 辺 孝三 さん も/昔 は監 獄 の小使/草 創
五十 年 前 を顧 みて

C

10月7日 7
古 き帯広 を語 る(三)/明 治 廿 九年/大 通 を民 間 に開放/密 淫 芸
妓 が危 く溺死

C

10月8日 7
古 き帯広 を語 る(四)/厳 し過 ぎた典 獄 に囚人連 が 反抗/明 治 廿
九 年/糠 平 一帯、 蛇 で埋 まる

C

10月11日 3 お次の勉強は/ア イヌ研究/ハ ワー ド嬢北海道へ B

10月15日 7 古き帯広を語る(十)/薪 一敷六十銭/鮭 の皮で爪甲をつくる C

10月29日 3 白樺細工の/ア イヌを大陸へ/新 京観光協会斡旋方依頼
シ

B

11月3日 4 高橋 真 伝説の古戦場に/理 想的アイヌ部落/猿 別川畔に模範村建設 C

11月14日 3 大山某の手から/土 地を取戻せ/ウ タリー問に猛運動/幕 別 B

ll月15日 7 前非悔ゆる大山某/ウ タリーに土地返還/本 紙記事に狼狽/遂 に妥協 C

ll月17日 4 世に出たバ翁の/ア イヌ語英和辞典/更 に綴る「六十年の思ひ出」 C

11月22日 7 白人コタンに/共 同浴場/吉 田氏の努力で完成 B

11月23日 4 詩歌研究会著作集(十 一月) B

ll月23日 7
ウタ リー よなぜ泣 く/旧 土人保 護法 に/こ の抜 け道 あ り/永 小作

権 の設 定 こそ先 決問 題/先 覚者 吉 田氏 は叫ぶ
C

12月2日 7 ウタリー部落に/軍 国の妻/五 児を抱へて奮闘 B

12月24日 7
ウタ リー青年 の赤心/入 選 の賞金 をソ ック リ献金/本 社一部寄託/

幕別 の長谷川 紋造 君
B

【1939(昭 和14)年 】

1月1日 6
紙 上表彰/郷 土 建設 の覇者/開 拓戦 史 を彩 る人 々 〔「コタ ンの先覚
者/吉 田菊太郎 氏」 あ り〕

D

3月10日 7 ウタリー青年/ラ ヂオドラマ完成 B

3月16日 2 旧土人住宅改良補助 A

3月23日 3 「アイヌは滅びず」と/同 族の生活調査/長 谷川君、近く発刊 B

4月12日 2
全十勝男女 青年紙上雄弁 大会/凡 ゆる苦難 を克服 せ 〔よ〕/幕 別村

ウタ リー代表 高橋真
C 写真1

5月1日 3 同族の発展は/生 活改善から/伏 古 日新婦人会の懇談会 B 写真1

5月2日 7 北満勤労奉仕団へ/ウ タリー青年も参加 B

5月7日 5 小宮山節子(帯広) 俳句 A

6月1日 7 アイヌ語 「伏古」を/西 帯広と改称/伏 古住民、近く運動開始 C

6月7日 7 アイヌ語が説った/面 白い駅名の起り/帯 広は川尻の壊れた川 C

8月5日 2 盟邦独の留学生/ア イヌ部落視察 A

8月13日 3
[ラヂオ]詩 劇/ア イヌ叙事詩(ユ ーカラよ り)/西 浦の神/十 二 日/

後八、三〇
C
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記 事 紹 介(1)1921～1925年

〈1921(大正10)年>

1921(大 正10)年9月7日 付(3)

アイヌ踊や/熊 祭興行/を 取締る

土人の慣例 として従来行はれつ 墨ありたる熊祭

り其他アイヌ踊 りの如きは,之 れを土人部落に

於て行ふは敢て妨げなきも,彼 れ等土人の無智

に乗じて,興 行者連の他地方に興業的に出演な

さしめ玩弄視さるるは,土 人をして独立自尊の

精神を阻止し,延 っては彼等の保護精神に反す

るに至るに依 り,此 際此種の件に付き充分の監

視されたき旨,河 西支庁にては土人の関係町村

に通牒をなした。

1921(大 正10)年11月29日 付(2)

伏古伝道館/開 館 式

当町大字伏古愛奴部落 に予てよ り建築 中な りし

アイ ヌ人伝道館 は,這 般漸 く竣工せ るをもって,

来 る三十 日午後 一時よ り,札 幌バチラ博士臨席

の下 に開館式を挙行す ることに決定せ り。

1921(大 正10)年12月1日 付(3)

愛奴伝道館/開 館式

伏古愛奴古潭に建築な りたるアイヌ人伝道館開

館式は,昨 日午後一時より盛大に行はれ,札 幌

よりバチラ博士及び当町大井,上 田両牧師参列

し,荘 厳裡に式は挙げられ,各 来賓の説教あり

て,全 四時式は閉ぢた。

1921(大 正10)年12月18日 付(3)

日新校落成/記 念式挙行

日新小学校改築落成記念式は,予 定 の如 く昨 日
おも

午前十時半より開催したるが,重 なる来賓とし

て土門助役,渡 辺支庁長,工 事請負者中田氏,
にマ　

其他町有志多数参烈し,形 の如 くあり。記念撮

影を終りて児童の学芸会に移 り,支 庁長其他の

祝辞演説ありて式を閉ぢたり。

〈1922(大正11)年>

1922(大 正11)年1月19日 付(2)

土人研究会

十勝旧土人第三十一回教育研究会は,既 報の如

く去る十四日午前十時より,伏 古日新尋常小学

校において開催されたり。出席者は音更小学校

長黒川富次,日 新小学校長吉田巌の両氏其他に

して,左 記事項協議の上午後二時散会せ り。

一
,来 学年度前期教科書に関する件

修業年限延長認可に伴ひ教科書に異動を来せ

るにより,供 給上遺憾なきを期すること。
しママコ

ニ,旧 土人児童教育規程実施に関する修業年

限延長認可指令書交付に関する件

三,旧 校舎住宅処分の件

旧校舎を徒らに腐朽せしむるに忍びず,此 処

分方を監督官庁に依頼すること。

四,学 校維持費に関する件

旧土人校補助費増額を其筋に稟請すること。

1921(大 正10)年12月13日 付(3)

日新小学校/落 成式

当町 日新尋常小学校 にては,予 て校舎改築中の

処,此 の程落成 を告げたるを以て,来 る十七 日

午前十時よ り,左 記順序 に依 りて落成記念 式挙

行する由。

一・
,着 席 二,修 礼 三,挙 式の辞 四,君

が代 五,勅 語奉読 六,工 事報告 七,式

辞,記 念撮影,昼 食,児 童学芸会,監 視官式

辞,来 賓祝辞,学 校長講告

1922(大 正11)年4月12日 付(2)

旧土人授 賞

昨年八月,当 町伏古土人部落民に於て開催 され

た る農業経営 品評会 にて,賞 状 を授与 されたる

左記 旧土 人に対 し,今 回道庁 よ り賞品 として,

農具 を給与 された り

桑原三十,山 本利吉,古 川辰五郎,淵 根 ミナ,

武隈熊次郎,天 木重次郎,谷 観太郎,

淵根シナ,上 野留吉,本 間助太郎,人 舟又太

郎,佐 々木彦作,廣 野八,木 村庄太郎,

中川徳
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〈1923年>

1923(大 正12)年3月22日(2)

土人互助組合総:会

土人互助組合設置に付きては,嚢 に管内保導員

協議会 に於て協議 され其準則の制定を見たる

が,今 回帯広町部内の旧土人互助組合,右 準則
こママ　

に拠 り組織 され,之 れが組立総会は来る四月一・
　ママ　 しママ　

日午後一時時より伏古 日進尋常小学校に於て開

催の事に決定せるが,同 組合は組合員各自の精

神的結合を為し,協 カー致組合の決議事項を実

行し,相 互の福利を増進するを以て目的とし,

役員に正副組合長各一・名,理 事,幹 事各二名を

置き,組合設置当初の目的達成に努力すべしと。

1923(大 正12)年4月3日(2)

伏古互助組合/新 に組織 さる

当町伏古土人部落にては,従 来農業組合なるも

のを設け農業経営を為しつ 墨ありたるが,其 成

績思はしからず,の みならず最近に於ては種々
　ママ　

の弊害を 〔醸〕 し,土 人醸問の争闘をす ら見る

に至りたるより,之 れを廃し新たに岡田町長の

斡旋に依り伏古互助組合なるものを組織し,全

部落民の福利を増進せんと,四 月一 日午後一時

より日新小学校に於て之れが創立総会を開催せ

り。出席者は町長代理土門助役,喜 多書記,伏

根弘三外四十六名にして,土 門氏議長席に着き,

組合規約を満場に諮 りたるに異議なく承認,引

続き議長役員を左の如く指名し,午 後四時散会

せ り。

[〉理事古川辰五郎[〉評議員木村庄太郎,小 川

重太郎

1923(大 正12)年4月8日(2)

勧農費給与

十勝管内旧土人勧農費給与に関しては,嚢 に其

筋に申請中の所,今 回願出の通 り給与のことに

決定せるに依 り,現 品購入の上各自に配付さる

べしと。而して給与者は七十五名六百四十四円

十二銭にして,中 帯広町廿名,芽 室計名,音 更

廿五名な りと。

1923(大 正12)年4月16日(2)

伏古互助会役員会

伏古互助会役員会は,既 報の如く十四日午後一

時より町役場楼上に於て開催,出 席者

岡田町長,土 門助役,山 本,喜 多両書記,古

川辰五郎,木 村庄太郎,小 川重太郎

の諸氏にて,土 地賃貸料率の制定,及 前農業組

合の締結せる契約の認否等に付き審議確 定せる

が,尚 役員選挙を行ひ,左 記の通 り当選せるが,

同会は従来種々の紛擾を醸したる部落の争闘を

緩和し,堅 実なる発達を遂ぐることに努力すべ

しと。

レ組合長岡田熊太郎レ副組合長土門玄吾レ理

事古川辰五郎レ幹事山本謙吾,喜 多章明レ木

村庄太郎,小 川重太郎

1923(大 正12)年4月17日(2)

伏古賃貸新契約

伏古互助組合の土地賃貸新契約は,来 る十九日

より三 日間,毎 日午前九時よ り午後四時迄町役

場楼上に於て施行すべきに付き,部 落民は右三

日間に亘 り適宜,出頭者を三分し出頭すべしと。

1923(大 正12)年5月25日 付(2)

旧土人療養所/設 置申請/目 下状況調査中

道庁に於ては,旧 土人保護の目的にて,浦 河支

庁を初めとし其他上川支庁外二三の旧土人多数

在住地に之が病傷療養所を設置し,全 種族の減

滅を防止 し来 りしが,当 河西支庁管内は全道で

も他管に比較し多数の旧土人在住し,殊 に当帯

広町付近は最も其数多きに拘 らず右療養所の設

置なきを遺憾とし,先 般河西支庁より道庁当局

に対 し之が建設の義を申請 したるが,此 程其状

況を委細報告せよとの回答あり,目 下支庁では

右に対する報告に就て調査を急ぎつ ＼あるが,

当局の語るところによれば旧土人療養所の設置

は旧土人五十戸以上現住の町村に限ることにな

ってゐる,然 るに我帯広町部内はより以上多数

の現住者あり,療 養所の設置は当然のことで,

不日認可の暁は帯広と音更の中間に設置を見る

ならんと。猶帯広部内現在の旧土人二百廿七人

中の症病状態を見るに,人 口の約十八%九 四と

云ふ病菌患者あり。各病別に示せば左の如し。
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レ腹膜一一レ神経痛一・レ胃腸病ニレ感 冒七 レマ

ラ リヤー○レ湿疹 〔数字空欄〕 レ虎 眼一三 レ

角膜炎一・レ其他 眼病三 レ疹癬三レ不詳一・レ計

四二

1923(大 正12)年5月26日 付(2)

旧土人保護の為め/療 養所設置計画/漸 く具体

化 し来 り/道 庁社会課長実査

予て支庁より申請中の旧土人保護の為め療養所

設置の件に関し昨報せるが,更 に其現況調査方

を音更村役場に命 じ,既 に其調査を了せるが,

特に明日は山本社会課長も音更方面に出張 し,

親 しく実地調査を行ふべく,事 は已に具体化し

っ ㌧あり。若し愈々認可さる墨ものとせば,本

年は予算の許す範囲内に於て直ちに其設立に着

手すべ く,其 設置場所も余程進捗してゐるらし

く,灰 聞するに音更,帯 広間に決定を見るべ し

と。今音更村現在の病患数を示せば人口男七十

四名,女 七十名,計 百四十四名中,

レ呼□病 男十名女十二名

レ胃腸病 男四名女二名

にして,一 ・ヶ年病患者通計は百十名,薬 価五百

五十円,特殊病として間欺病白癬皮膚病等なり。

尚旧土人は一・般に貯蓄心に乏しく,為 に病気に

罹りても医療の資無く,多 くは祈祷のみ捉はれ,

之が為め疾患年々拡大し今や青年,児 童,処 女

等にも波及し居る状態にて,彼 等は切に一日も

早く治療所の設置を希望 しつ ＼ありと。

1923(大 正12)年6月4日 付(2)

治療院設置を/旧 土人財産

旧土人救済に関し,予 て河西支庁よ り其筋へ旧

土人治療院の設置方を申請中なりしが,今 回更

に道庁より支庁に旧土人の財産調査方を申来れ

るが,右 財産は左の如し。

レ中川郡四分利公債八千百五十円レ勧業券四

百四十円レ拓債七分五厘利付一万一千円レ同

八分利付二千四百円レ漁場一千五百七十三円

レ計二万三千五百六十三円レ河西河東両郡レ

四分利公債五千三百五十円,勧 業債券百四十

円》拓債七分五厘利付六千円レ同八分利付三

千五百円レ帯広町に於ける宅地八千五百円レ

計二万一千四百九十円,通計四万五千五十三円

帯広百年記念館紀要 第19号2001

1923(大 正12)年6月21日 付(2)

地方費事業として/旧 土人病院設立/実 現は本

年九月頃か

当地方に旧土人病院設立の必要なることは,夙

に当局に於ても之を認め,支 庁と道庁当局との

問に交渉中に係り,此 程も朝枝属出札,右 進捗

方につき夫々打合を遂げ帰庁せる由なるが,右

は庁令の一一部改正を要する点もあり,土 地の関

係等 もあり,本 年九月頃ならでは実現を見る能

はざるべきが,建 設予定地としては,当 町遊郭

前の地方費土地の十六町歩許 りの中の三段歩位

を使用 し,家 屋は建坪六十余坪位,此 の建築費

四千五百円,外 に医療機械器具約一千円の見込

なりと。

1923(大 正12)年6月22日 付(2)

療養所 医員

既報旧土 人療養所設立は,既 に其の決定 を経た

るが,右 医師 に関 しては月百 円の手 当を給する

は確実なるも,或 は専任 とす るか又は開業医に

兼ね しむるか は目下考 慮中なるが,多 分他管 内

よ りの輸入 を見 るべ しと。

1923(大 正12)年6月27日 付(2)

土人病院の新設/新 たに財源を発見/(札 幌特

派員)

レ産業の振興,教 育の改善,衛 生思想の向上

と云ふ様に,旧 土人の保護指導に就いては道

庁でも最善の努力を尽して来た。

レ未開地の交付,小 学教育の改善,土 人病院の

増設等は即ち夫れであるが,今 また帯広に土

人病院を建設 して,付 近一・円に住んで居る土

人の救療に充てるそうである。

レ河西管内と云っても,主 として音更伏古芽室

幕別であるが,二 百戸約六七百人の土人が住

居を構へて居る。

レ従って道庁でも此の病院の必要に迫 られて居

ったのであったが,予 算が許さなかったので

今迄放任して置いたのだそうナ。

レ処が今度愈々其財源が出来たと云ふのはジ河

西支庁長が管理して居る土人の共有財産が時

価に見積って約四万八千円もあるそうで,夫

れか ら生れる処の収益が年々二千余円に上る
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と云ふ話だ。

レ此の二千何円かの収益に目を付けたのが社会

課の山本クンで,早 速支庁長の渡部クンに交

渉し善からうと云ふ訳で建設に決まったので

ある。

レ道庁 の意響では八月よ り建築に取懸る模様

で,予 算は建築費四千円,内 容設備費一千円,

合計五千円位の見積 りで,内 一千円位は国庫

の補助らしい。

レ場所は帯広石狩街道木賊ヶ原附近の地方費土

地の一部で,建 坪六十二坪一月までには開院

したいとのことだ。

1923(大 正12)年6月28日 付(2)

山本課長帰庁

道庁山本社会課長は,廿 六日午後四時十七分列

車にて来帯,土 人病院敷地検分及び同病院建設

に関する諸般の打合を為し,同 七時廿八分発列

車にて帰札せり。

1923(大 正12)年7月21日 付(2)

土人病院設立問題/土 地の選定に行悩む/医 師

の選択も一仕事

当地方に旧土人病院設立に関しては,道 庁当局

に於ても既に其必要を認め,嚢 に建設予定地と

しては当町遊郭前,即 ち地方費土地十六町歩の

内三段歩を無償に借受け,家 屋建物六十坪,此

建築費四千五百円内外,其 他医療器械及器具等

約一一千円計五千五百円の予算にて,十 月末乃至

十一月上旬迄実現を見るべく,已 に道庁より之

が建設方認可されたるは已報の如くなり。然る

に今灰聞する処に依れば,其 建設方手配中に於

て,従 来建設予定地と決定せる遊郭前地方費用

地は昨夏の水害の中心地なれば,之 を他に変更

すべしとの議内部に起り,従 って他に候補地を

物色するに至 りたるが,目 下注目されある箇所

を挙ぐれば,一 は現在予定地,一 は東二條十三

丁目附近の町有地,一 は河西支庁附近石狩通 り

に面せる某氏所有地,一 は某方面町有地の四箇

所にて,目 下の処其之が選択に躊躇 しつ ＼ある

状態なるが,若 し仮に某氏の所有地に建設せる

にせよ,町 有地に建設するにせよ,明 年即ち建

設を見たる翌年よりは,毎 年金二千円宛国庫よ

り補助あるも,現 在の処にては一銭の補助だに

無く,之 を建設するに付きても,一 切の費用は

旧土人の基本財産の利息より支出することに漸

く議纏まりたる状態なれば,今 右の内或箇所に

決定し建設するに付きても,無 論無償にては貸

付せざるべく,夫 かと云って之を購入する資金

とては無し,従 って今日の状態より押せば,無

償にて貸付する土地に非ざれば到底解決を見る

こと不可能なりとし,藪 に一支障を来したる模

様なるも,之 も多分本月中には何等か解決を見

るべく観測さる。猶同病舎に就き内容を示せば,

病舎は総坪数前述の如く,平 家建六十坪にて,

全部屋根は トタン張 りとし,内 病室三問に五問

十五坪,其 中にベット六台を備へ,他 は診察室,

薬局,看 護婦部屋,患 者控室,重 患者控室,医
り

師住宅等なるが,此 設計は現在開院中の平取,

静内,白 老,浦 河の四病院設計を参考 として設

計したるものにして,此 嘱託医師の選択に関し

ては当局も頗る腐心の体にて,僅 々百円内外の

俸給にては到底生活上の安定を得る能ざれば,

土人に就いて趣味を持ち,研 究心のあり,義 侠

的精神を有する医師を以て之に充つる方針なる

模様なるが,果 して此適任者あるや否や疑問な

り。結局他管内より移入 して開業医を兼ね しむ

るより他無かるべきか,何 れにも土地の選定が

刻下の急務なるべし。

1923(大 正12)年8月5日 付(2)

土人智識 向上/講 演会計画

帯広町役場 にては,部 内旧土 人の品位 を向上 し,

知識を啓発せ しめ,遊 惰の悪弊 を一掃,改 善の

目的 にて,本 月中旬頃各部落 に於て講演会を開

催 し,聴 講せ しむべ く計画をたて,目 下講 師の

選定中な り。

1923(大 正12)年8月12日 付(3)

1日土人改善/指 導講演会

来る十五日,伏 古尋常小学校に於て,旧 土人の

智識啓発,能 力向上,風 教改善の為め,旧 土人

指導講演会を開催 し,並 に禁酒の宣伝を行ふ筈

なるが,講 師は未定なるも河西支庁朝枝属,喜

多町役場書記,帯広警察署員其他の数氏な りと。
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1923(大 正12)年9月19日 付(2)

土人病院問題/年 度内の物にならず?

帯広町に土人病院設立に関 しては屡報せる如

く,設 計書は作製され,経 費としては国庫より

の二千円補助及土人基本財産利子を以て設立す

べ く既に確定せるが,其 後土地の選定に関し町

当局及其他関係者 とも懇談的に数回に渉 り交渉

を試みたるも,折 合附かず,当 局は全 く頭痛鉢

巻の体なるが,若 し今後其儘にて推移する場合

は,此 伝染病発生期を控えながら年内に其設立

困難なるべしと憂慮し居るもの砂からずと。

1923(大 正12)年10月10日 付(2)

土人療養所/本 年見込み無し

帯広町に建設する土人療養所は,既 に設計書も

作製され,土 地の選定確定次第直ちに入札に附

し建設する迄に準備成 りつ ㌧ありしが,屡 報せ

る如 く土地の選定に支障を来し,其 後幾多の曲

折を重ねたるも遂に纏 らざる為め,本 年中には

到底建設見込無かるべしと。

1923(大 正12)年12月19日 付(3)

旧土人表彰

帯広 町部 内伏古土人部落 に於 ける旧土 人は,伏

古 旧土人組合 を組織 して智識 の向上,生 活 の安

定,其 他共存 自営の質 を挙げつ 玉あるが,全 組

合に於 ては,明 春一月六 日,全 地小学校 に於て

模範旧土人 の表彰 を行 ふ可 く,先 般来其筋に於

て調査 中のところ,左 の二名 を表彰する ことに

決 した と。

レ古 川辰五郎 レ山本ウメ

〈1924(大正13)年>

1924(大 正12)年2月17日(2)

亡び行 く愛奴の為 に

レ旧土人の年 々歳 々減滅 し行 くを憾み,昨 年河

西支庁 に於ては,之 が保護の当面施設問題 とし

て,旧 土人病 院設立 に関 し屡 々論議 もされ研 究

もされ,其 結果 旧土人共有財産 よ り約六千 円の

支 出す る財源 を見 出 し,弦 に設立す ることに決

定せ り。

レ然 るに,設 立進捗上最急 を要すべきは土地の

選定 にて,之 には当局 に於て も相当頭 を悩 まさ

帯広百年記念館紀要 第19号2001

れ,当 時は四箇所の候補を上げ中最適 と目され

たるは遊郭附近なる町有地な りしが,若 し該地

を適当として設立するとせば,町 に於ても多大

な犠牲を払ひ,無 条件にて貸与するの意響な り

し。

レ当時支庁当局も大分該地に建設すべ く傾きつ

㌻ありしが,夫 れや此れやで躇躊 〔躊躇〕し居

る中,一 部問に在 りては該地は前年八月洪水を

受け最も其被害の甚 しき箇所なれば,若 し再度

同様見舞はれることあらば,多 大の損傷は到底

免かざるべしと。

レ即ち将来の安定を考慮せば,他 に新地積を需

めて設立すべしとの論者も出で ㌧,遂 に設計書

の作製迄見しも其儘立消の状態となり,其 問題

も本年に繰越し宿題となせ り。

レ顧ふに和人の民福を図り,彼 等特種人種の滅

亡を閑視するは,之 人道上赦すべからざる大罪

にして,之 を救済するは刻一刻を争ふべか らざ

る最大急務な り。特種人種は愚論を弄する迄も

なく,金 銭を以て云々する 〔こ〕と難 く,換 言

すれば本道元始時代を物語る一の遺物なりとも

称すべ し。

レ殊に十勝川治水工事は,既 に昨年起工式を了

し,漸 次我十勝をして斯かる不慮の惨害を蒙 ら

しめざる様事業遂行中なれば,完 成後自然斯か

る惨害を防圧する事当然なれば,新 年度に在 り

ては水害を憂れての理由に拘泥せす,是 非明年

度(大 正十三年度)に 於て落成を見,而 して亡

び行く彼等特種人種を救済保護せねばならぬ。

(仙峯生)

1924(大 正13)年6月20日(2)

山本社会課長/帯 広視察

山本社会課長は,去 る十四日来勝以来,帯 広町,

幕別,川 合其他に於ける土人給与地及び其他に

付き実地調査なす処ありて,昨 十七日止若より

一番 にて帰札せるが,社 会課長は調査の途次帯

広町を除いた芽室,川 合,幕 別村に未だ旧土人

互助会の設立なきを嘆じ,三 村旧土人有力者及

び町村長と協議の上,前 記三村に旧土人互助会

設立する事を約したるが,芽 室村は一・日も早く

設立する事に奔走し,来 る五日を以て之が発会

式を挙行すべしと。
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1924(大 正13)年6月21日(2)

土人給与地を根本整理/山 本課長の出張

土人の根本的の保護を意味する給与地の整理は,

過般来道庁山本社会課長の手で名寄を皮切りに

着々取運んでゐるが,同 課長は目下更に帯広に

出張,帯 広を中心とする十勝 一帯の土人給与地

整理に着手中であるが,同 方面給与地は

く帯広が七十八町歩く音更村が八十七町歩く

幕別が二百五十二町歩く川合村百八十四町歩

く本別が百五町歩く芽室百二町歩

以上約八百町歩であるが,こ れ等は非常な乱れ

かたで,大 部分は和人の為めにただのや うな
　ママコ

料地で長期の賃貸を為してゐる有様である。そ

れ等に対して,そ れく/関 係者を村役場等に呼
こママコ

出し,成 るべく合意的に隠当な解決方法をとっ

てゐるが,名 寄同様順調に運んでゐる模様であ

る。なほこの機会に町村単位の土人互助組合を

こしらへて,給 与地に対する適当な保護に当ら

しむることにしてゐると。

1924(大 正13)年9月12日(3)

旧土人共有財産の/益 金を有意義に/使 用せし

めんと/支 庁当局なやむ

管内土人共有財産は,従 来道庁に於て管理し居

り,此 共有財産より生ずる益金も亦道庁に於て

管理積立し居りしが,今 回之が益金を就業資金

として,河 西郡外三郡の各戸に対 し一戸に付き

金五十円を配当し,夫 々有益なる方面に使用せ

しむる事に決定し,河 西支庁では目下該当町村

に対し旧土人実際戸数及其他参考事項を調査中

であるが,河 西支庁としての方針は,今 就業資

金として金五十円を夫々配当すれば,従 来の例

を徴しても明かなる如く,直 ちに費消 し折角有

意義に配当せる資金を無意義に,即 ち最終の美

をなさずして終る事なれば,何 んとかして其資

金を合して社会事業に或は各自適当なる資金に

使用せ しめんとしてゐるが,先 づ其一・例は,
　マ マコ

マー ト沼附近一・帯を神威公園となし,伏 古旧土

人百戸配当金五十円を以て種々之に樹木,築 山,

休憩所,花 園等を配合して慰安場に充てるが如

く,其 配当金を有意義な方面に使用せ しめんと

腐心 してゐるが,近 く何等か具体的に各町村で

決定の上,夫 々河西支庁に報告ある事だらうと。

1924(大 正13)年9月21日(2)

土人基本財産/協 議会 開催
ごママコ

来 日二十 四 日午後一・時よ り,伏 古 日新学校 内に

於て,旧 土 人部落共有基本財産 に関する協議会

を開 く由。

1924(大 正13)年9月21日 付(3)

河西土人/現 在数

河西支庁最近の調査に係る,管 内河東,河 西,

中川三郡の旧土人互助組合戸数は,総 計三百二

十二戸にして,其 内訳は左の如し。

伏古七十戸く1古潭三十四戸く芽室太五十六戸

く1川合三十九戸く幕別六十九戸く本別五十三戸

1924(大 正13)年9月23日(2)

当町土人の進化状態/組 合設立以来急進/部 落

改善は後五年/伏 古互助組合 喜多理事談

昨年四月当町土人部落に互助組合を設立 して以

来,自 分は彼れ等の精神の向上と生活の改善の

為めに不断の努力を続けて来た。此頃では効漸

く現れて,従 来に比し生活程度が余程向上 した

のみならず,本 年に入 りては自発的に住宅を新

築する者が四五戸 も出来,其 家に至っては農家

の和人の家などは遠 く及ばない。従来ならば貸
　ママコ

地料や儲けた金を直ぐに酒食に費した者だが,

此頃ではそんな者は殆んど見えなくなった。此

調子で進んで行ったら今後四五年内には全部和

人以上の文化村を創設する事が出来るし,又 当

町の模範部落になるかも知れない。何を言って

も彼の部落には無産者は一人も居ない。七十戸

揃って皆五町歩宛の土地を所有してゐる地主様
　ママコ

だ。そ して他の野蕃人は水平社の如く猴猛性や

危険思想を抱懐せず,克 く柔順に指導者の命に
ごママコ

応ずる所が彼れ等の長所であって,指 導宜 しを

得ば,物 質的にも精神的にも感化向上し得 られ

る可能性がある。然らば彼れ等民族が従来社会

から遺棄せ られてゐたかと言ふに,道 庁長官始
にマコ

め支庁長あた りでも,行 政上自巳の手腕を発揮

するに,ど うしても地方民と利害関係を有す産

業や其他の方面に全力を注がねばならぬ。夫れ

が為めには,斯 る消極事業に手を出して居る暇

がないと言ふ所から,遂 に一顧も与へられずし

て今 日に至ったのと,今 一・つは彼れ等が余 り柔
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順性であり,且 つ経済生活に鈍い所から,和 人

の為めに食ひ物にせ られ,食 った揚句は亡び行

く民族などと勝手な名前を付けて,弊 履の如く

社会のどん底へ拗 り投げ られた。

1924(大 正13)年9月26日(2)

当町土人の進化状態 〔完〕/組 合設立以来急進

/部 落改善は後五年/伏 古互助組合喜多理事談

土人保護の名目の下に組織された土人組合も往

々あったが,何 れも彼れ等の血を畷るにい 墨丈

け畷って退散 したのに,甚 しきに至ては道庁か

ら嘱託を受けた保導委員の中には,三 年間に二

三万円の富を造った人もあるそうな。此様な人

達は土人を神様 にで もして祭 らねばならぬの

に,上 彼れを見捨て,衆 彼れを虐むに至 りては,

果して彼れ等は如何にして活路を求むる由があ

らうか。自分は本年例の保導委員を嘱託された。

何でも話 しに依ると年俸十円とか呉れるそうだ

が,月 五六回は必ず部落を巡回するし,其 外往

復文書や通信費に約五円は入る。夫れでも孜々

として人道上の上に立って,虐 待されつ ＼彼れ

等民族の救済に努つ 》あるのだ。こんな保導委

員様が全道に十人も居れば,本 道の土人は昔に

進化されてゐるだらう,土 人人種の経済上の価

値に就いては別問題として,人 道上よりすれば

自然の成行に放任する事は許さない。如何に不

生産的であるにせよ,夫 れは社会の病気 として

認容 し,極 力感化訓育を図らねばならぬ。幸に

近時道庁が此事業に骨を入れて呉れる事になっ

たのは,宴 に喜ば しい。他町村はいざ知 らず,

当町の土人は速かに改善して,一 日も早く現在

の見世物的環境より蝉脱せしめねばな らぬ。今

回交付された共同財産の運用方法に付ては,未

だ具体的な腹案がないが,取 敢へず積立金とし

て利殖を計つ ㌧,臨 機応変の処置を取る心算で

ある。若 し夫れ此金に依 りて他動的に家を建て

墨やるとか着物を買ってやるなどは大の禁物で

ある。斯 くする時は益々依頼心を増長して,彌

が上に骨董的人物ならしむるの外,何 物をも獲

る事が出来ぬ。精神的自覚なき者に対し他動的

に学ぶる保護は,丁 度子供に花を持たした様な

もので,日 ならず して他に売却して仕舞ふであ

ろう。宜敷精神的保導をして,身 を治むる者は
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先づ心を治むの方法を取 り,住 宅衣服調度の如

も成る丈け自発的に改善せしむる様にしたい。

1924(大 正13)年10月22日 付(3)

バ翁の愛嬢八重子嬢が/伝 道のため来帯

愛奴の慈父さんバチエラー博の養女バチエラー

八重氏は,既 に四十歳を迎ふる迄独身にて父君

の業を助け,同 族救護の基督伝道をして来たの

であるが,本 日午後三時半列車にて来帯,直 ち

に伏古日曜学校にて,午 後五時より婦人会並に

有志の歓迎会に出席,明 二十二日午後五時より

同所に於て伝道説教会をなし,更 に十勝全体に

亘って同族部落のために伝道をなすといふ。

1924(大 正13)年10月24日(2)

伏古組合評議会/社 団法人に組織するは全道の

魁ならん

本日午前十一時よ り,町 役場楼上にて伏古土

人組合の評議員会が開かれ,古 川辰五郎外評

議五名出席。貯金奨励,造 田計画と従来の組

合を社団法人となさんとするの三件に就て協

議する所があったが,之 れに就て喜多保導員

語った。

「歴史を語れば古いことではあるが,明 治三十

九年,時 の支庁長上野直温氏は,土 人部落の生

活向上を図る為めに,安 田厳城氏に命じて組合

を組織させたが,中 に一・二の不心得者があって,

無智な土人を煽動しては金品を捲き上げ,大 正

七年以来十年に掛けては組合の金をも消費した

事件は,已 に天下の周知する所である。然し此

の時と共に滅び行かんとする種族は,益 々世渡

の面倒になる社会に処 して,到 底何等の指針な

しに渡れるものではないので,ま た昨年四月よ

り別に町長を組合長とする現在組合が出来たの

である。爾来漸 く成績を挙げ,組 合は各戸に強

制的に貸地料の二割の貯金を奨励 し,而 も金銭
　ママコ

出納は全部町収入役の保監として必要ある毎に

渡してゐるが,こ れとても男が取 りに来たので

は帰路に酒を飲むでしまふ気遣ひがあるので,

女にのみ渡す ことにし,猶 成績の悪い者は通帳

を預り置き,現 品を引合はせて渡す様にしてゐ

る。 こんな事を聞いたら其の不自由を歎つ向も

あるかも知れないが,斯 くして現品を持って行
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った者までが,帰 途それを質入れして酒を飲む

でしまふといふ様な事は,珍 らしくはないので
　ママコ

あるから,止 むを得ない。組合は等之の悪習を

徹底的に改善したいと思って,全 力を挙げて保

導をしてゐるが,民 族的偏見は何うしても和人

と相容れないから,先 づ彼等には第一・に貯蓄を

させて,生 活の向上と職業教育の充実を図りた

いと思ってゐる。然 し今迄の如き私的組合では

結束も弱く,随 って権利行使等も徹底的でない

から,更 に之を社団法人として,向 後五ヶ年の

間にはさう当の成績を挙げたいと思ってゐる。

それと湿地の部分は水田に改造して,土 地改良

もやって行きたいと思って今回の協議会を催し

たのである」と。

1924(大 正13)年11月29日 付(2)

1日土人/青 年処女打合会/昨 日役場にて

本二十八 日午前十時より,当 町役場楼上に於い

て,伏 古部落旧土人の組織せる処女会並青年会

員会合 し,会 長推薦に関する件,並 に過般勤倹

週間中加入せる簡易保険の集合方法,十 四年一

月二日に行ふべき拝賀式等に関し協議したが,

役場よりは喜多書記出席した。

1924(大 正13)年12月14日(2)

管内旧土人/基 財益金/使 途考慮 中

既報土人基本財産益金は,一 戸 当 り五十 円の割

合で,音 更,帯 広,本 別,芽 室,幕 別,川 合の

各互助会に交付 したが,何 しろ右は戸 当 りに配

金 した として も個人的 に使用出来ず,万 事互助

会 に於て利殖 の途 を講ず る訳なれば,目 下河西

支庁では之が使途 に関 し照会中である。

〉理由書

本組合員は本村大字大森信取東台千代田の二

部落に居住せる旧土人を以て組織したる組合

にして,従 来旧土人保護法に依 り各戸に五町

歩宛の土地の給与せられたる次第なるも,元

来性遅鈍 にして未開地に住居 し来 りし習慣

上,現 下の社会に対する処世の道を覚らず,

漸次文化に遅れ,衛 生思想乏しく,為 めに栄

養不良の結果逐年死亡率を増加 しつ ＼あり。

之に反し近時和人の移住激増に伴ひて生存競

争益々激烈を呈 し,給 与地の如きは低廉なる

貸地料にて殆んど和人の占有に帰し,彼 等は

益々貧弱敗惨に瀕 しつ ㌧ある状態にありき。

此を以て,昨 年六月北海道庁訓令に基き本組

合を設立し,教 育の向上,衛 生思想の普及を

図り,併 せて給与地を整理して生活の改善を

企図し,思 想善導に努め来 りしが,従 前に徴

するに其の効果大に見るべきものあるに至れ

り。然る所本組合の組織たるや,単 に個人の
　ママコ

集団たるに過ぎず して法律上上法人たる人格

を有せざる故に,組 合団体の名義を以て権利

義務の主体たるを得ざるのみならず,財 産の

取得並管理其他一般法律行為をなすに際りて

も,種 々支障不砂を以て,震 に社団法人に組

織を改め,以 て所期の目的を達成せむと欲す

るなり。

〈1925(大正14)年>

1925(大 正14)年10月4日(2)

川合村互助組合/社 団法人組織理由/文 化に遅

れた無智な/旧 土人を徹底的救済のため

川合村旧土人互助組合では,既 報の如く四十五

名より社団法人の組織認可方申請せるが,其 理

由は次の如 くで,目 下申請中の帯広町互助組合

と之れで二組合の法人組織申請を見た訳である。
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